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［ 英語表現Ⅰ 授業実践記録 ］Par t  2

VisionQuest 
English Expression I

「英文の仕組みがわかる」授業
貞静学園中学高等学校　鹿川 雅美

Vision Quest English ExpressionⅠ 
Standard を使ってみて
― Model Conversation の可能性
熊本県立人吉高等学校　渡邉 利夫

特別支援教育の発想に基づいた授業展開
― Grammar, Exercisesを中心に ―
兵庫県立姫路別所高等学校　田岡 靖子

例文をしっかり
頭にしみ込ませるには…
東京都立青山高等学校　眞島 幹子

教科書を5周して知識の定着と
運用能力を高める
秋田県立横手清陵学院高等学校　藤田 義人

p.2-5

p.6-7

p.8-10

p.11-13

p.14-16

というように文をどんどん変化させ，口頭でテンポよ
く答えていく。

5．最後に
　2 学期より，教科書の問題の解答をあらかじめ配
布し，『Vision Quest 総合英語』を読みながら自
宅で解答してくることにした。授業（50 分）は，前
術した例文の練習などを冒頭に行い，教科書の問題
を確認する小テスト，その解説，ワークブックの解答・
解説という流れで行っている。
　2 学期以降をそのように変更した理由は，1 つ目
は，カリキュラム上，1 年間で文法事項を一通り終え
るために，教科書とワークブックの plus ページを扱
いたかったため，時間的な問題を考慮し変更したこ
と，2 つ目は生徒の学力を考えた時，教科書の問題
は基礎的な力を養うのに最適であり，自学用で十分
と判断したことだ。このためワークブックの問題を
授業で十分に扱うことができた。教科書とワーク
ブック以外にも副教材を用い，リスニング力の向上
も図っている。
　来年度以降も今年度同様，ワークブックを中心に
授業を行い，そのほかにも副教材を用いて，引き
続きリスニング力の向上を目指す。また同じく副教
材を用いて文法問題の確認テスト（週 1 回程度）
を実施する。 そのほか ,『Vision Quest Quick 
Review 16』を春休み課題とし，放課後講習や夏
期講習時には英作文の問題にさらに取り組むことを
計画している。

眞島 幹子
まじま みきこ

石川県出身。
津田塾大学学芸学部英文学科卒。
私立高等学校勤務を経て、現在東京
都立青山高等学校勤務。
趣味は映画と買い物。
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1. はじめに
　本稿では，『Vision Quest English Expression
ⅠStandard』（以下 『Vision Quest』と省略）の
効果的な使用法について考察したい。
　本論に入る前に，まずは簡単にではあるが，熊本
県における本校の立ち位置と生徒の現状についてお
話しする。これによって，なぜ本校が数ある「英語
表現」の教科書のなかから『Vision Quest』を採
択したのかを理解していただければと思う。

2. 本校の現状について
　熊本県立人吉高等学校は熊本県の南東部に位置
しており，宮崎県との県境にある地域の進学拠点校
である。今年で創立 90 周年を迎え，1 学年は約
280 名であり，進学先は京都大学，東北大学，九州
大学，熊本大学医学部に現役合格する者から，専門
学校や公務員になる者まで様々である。いずれの県
の郡部の学校が抱えるとおり，本校でも極端な「学
力の 2 極化」に頭を痛めている。英語科としては，
入学してくる生徒の英作文力と読解力が年々雑に
なっていることを危惧している。たとえば，新入生考
査やその後の課題考査の解答には次のような英文が
非常に多く散見される。

　これらの誤った英文を一笑に臥すことはできない
と思う。これらは，本校に入学してくる生徒の理解度
はもちろん，彼らが受けてきた語学教育の生々しい
背景を語ってくれる。おそらく，中学校の外国語教

育は高校の現場以上に難しい立場に立たされている
のではないだろうか。“楽しく学ぶ”というコミュニカ
ティブな形式を取りながらも，増加した学習内容と語
彙を習得させなければならないという，学習内容（お
よびその進度）と学習形態とが背反する状況に苦し
んでいるように思われる。そしてその結果，基礎的英
作文力と読解力が曖昧模糊としたまま入学してくる生
徒が増えてしまっているのではないだろうか。
　さらに，英語の学習環境における地域間格差にも
注目すべきであろう。熊本市内と郡部とでは学習塾
の数が圧倒的に違う。学習塾では，高校入試に合格
させるために，英文の基礎的な構造を何度も書かせ
るなどして定着させる。中学校が仮にコミュニカティ
ブな授業を行ったとしても，それを補完するものとし
て学習塾が－－その賛否は別にして－－機能している
ように思われる。しかしながら，私たちの地元を含め，
多くの郡部では進学塾の数はそれほど多くはない。
つまり，内部においても外部においても，学習内容
を徹底させる機会があまりないまま，「なんとなくの
理解」と「自信のなさ」が同居した英文が左記のも
のであり，彼らが書く英文はそのまま彼らの「内面」
を映し出しているように思われる。

3.『Vision Quest』を採択した理由
　さて，こうした現状を踏まえると，私たちが「英語
表現」で行うべき方向性はおおよそ次のようになる。

（1）中学校で学習した文法事項を確認し，第3文型
（S+V+O）を使った文章，疑問詞を使った疑問
文を安定した形で書ける，あるいは言えるよう
にすること。

（2）コミュニカティブな英語授業を通して，いわゆ
る理論（文法や文構造）と語感を同時に養うよう

にすること。
（3）生徒のモチベーションを維持しながら，3 年間

という短い期間のなかで，（1）（2）の事柄の
改善と向上を促していくこと。

　非常に平たく言えば，自らを英語で表現するうえで
土台となる，簡単な文構造を徹底させるということで
ある。第 5 文型は難しくとも，短い文章でかまわな
いので，第 3 文型と簡単な疑問詞を使った疑問文を
きちんと理解できているだけでも，自分の意見や考
えを述べる際の表現のしやすさ－－表現の自由度－－
は，随分と上がるのではないだろうか。むしろ，逆に
それらをあやふやにしたまま学年を経た場合，彼らが
書く英文らしきもののひどさは学年進行と共に目も
当てられないものになるだろう。では，これこそ非常
に難しい問いなのだが，いかにして定着を促すのか ?
　筆者が，あれこれと「英語表現Ⅰ」の教科書を眺
めていて，『Vision Quest』が良いと思った理由は，

（1）文法事項がある程度，絞り込まれていること。
（2）Model Conversation が使い方次第で，基礎

英文の定着に使えること。
の 2 点による。まず（1）についてであるが，『Vision 
Quest』 は 12 あるレッスンに従って，文の種類か
ら仮定法までの基本的文法事項がほぼ網羅されて
いる。さらに，各レッスンで取り上げられる文法項
目が絞り込んであるため，早い段階で基礎的文法項
目を一巡することが可能である。たしかに，一部に 

『Vision Quest』 は全ての文法項目が網羅されて
いないという声を聞くことがあるが，たとえばこの教
科書を使って基本的な文法項目を早く終わらせ，2
巡目に副教材の文法書と併用することでさらに深い
理解を促すという方法もあるのではないだろうか。
文法の学習は，深いレベルで概念操作に関わるため，
生徒の発達段階に応じて触れる学習内容にも変化が
必要があると考える。実際，本校では，「中学校で
習った英文の理解の裏をとる」 ことを目標に，スピー
ディーに教科書を進め，11 月までに教科書を一巡
する予定で進めた。
　（2）の Model Conversation の使い方は（1）
以上に重要であると思う。『Vision Quest』 には，各
レッスンの冒頭にちょっとした対話が載せられている。

　最初にこの対話を目にしたとき，これは使えるかも
しれないと思った。対話文という形式のなかに，生徒
が苦手とする「感嘆文」や「be going to 動詞の原形」
などが頭に残りやすい形で載っていたからだ。これ
らをもとに次のようなワーク・シートを作成してみた。

　音声 CD を使って本文のスクリプトを音読したの
ち，今度はブランクが入ったシートを使ってグループ・
ワークを行ってみる。このレッスンの場合は Kaito

Model Conversation
【K: Kaito / E: Emily / P: Priscilla】

K1:	� Hi, Emily.  What a nice surprise!  I didn’t 
expect to see you here.

E1:	� Oh, Kaito.  Are you going to join the tennis 
team, too?

K2:	Yes.  I’m glad we are here together.
E2:	� Me, too.  Oh, Kaito.  Meet my new friend ｜

Priscilla Smith.　She’s an exchange student  
from Canada.

K3:	 Pardon me?  I didn’t catch your first name.
P1:	 It’s Priscilla.
K4:	� Sorry, Priscilla.  I’m Tanaka Kaito.  Nice to 

meet you.
P2:	 Nice to meet you, too.
K5:	 Let’s have lunch together sometime.
E&P: Sure!
(Vision Quest English Expression I Standard p.7)
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Vision Quest English ExpressionⅠ Standard を使ってみて
－ Model Conversation の可能性

英語表現Ⅰ 授業実践記録

Vision Quest English Expression Ⅰ Standard
2単位

音声 CD

熊本県立 人吉高等学校

渡邉 利夫

使 用 教 科 書

単 位 数

使 用 副 教 材

使用デジタル教材・機器

	 Where is she live?
	 Who did buy the flower?
	 What do you belong to club?
	 She walking across the street.

【語感を大切にしながら読んでみよう!】

Model Conversation  
【K: Kaito / E: Emily / P: Priscilla】

K1:		� Hi, Emily.  （         ）（        ）（        ）
surprise!  I didn’t expect to see you here.

E1:  Oh, Kaito.  （        ） you （        ） （        ） 
	  （        ） the tennis team, too?
K2:		 Yes.  I’m glad we are here together.
E2:		� Me, too.  Oh, Kaito.  Meet my new friend

｜ Priscilla Smith.　She’s an exchange 
student from Canada.

K3:		� Pardon me?  I didn’t （         ） your first 
name.

P1:  It’s Priscilla.
K4:		� Sorry, Priscilla.  I’m Tanaka Kaito.  Nice 

to meet you.
P2:  Nice to meet you, too.
K5:		� （         ）（        ） have lunch together 

sometime.
E&P: Sure!
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1. はじめに
　本稿では，『Vision Quest English Expression
ⅠStandard』（以下 『Vision Quest』と省略）の
効果的な使用法について考察したい。
　本論に入る前に，まずは簡単にではあるが，熊本
県における本校の立ち位置と生徒の現状についてお
話しする。これによって，なぜ本校が数ある「英語
表現」の教科書のなかから『Vision Quest』を採
択したのかを理解していただければと思う。

2. 本校の現状について
　熊本県立人吉高等学校は熊本県の南東部に位置
しており，宮崎県との県境にある地域の進学拠点校
である。今年で創立 90 周年を迎え，1 学年は約
280 名であり，進学先は京都大学，東北大学，九州
大学，熊本大学医学部に現役合格する者から，専門
学校や公務員になる者まで様々である。いずれの県
の郡部の学校が抱えるとおり，本校でも極端な「学
力の 2 極化」に頭を痛めている。英語科としては，
入学してくる生徒の英作文力と読解力が年々雑に
なっていることを危惧している。たとえば，新入生考
査やその後の課題考査の解答には次のような英文が
非常に多く散見される。

　これらの誤った英文を一笑に臥すことはできない
と思う。これらは，本校に入学してくる生徒の理解度
はもちろん，彼らが受けてきた語学教育の生々しい
背景を語ってくれる。おそらく，中学校の外国語教

育は高校の現場以上に難しい立場に立たされている
のではないだろうか。“楽しく学ぶ”というコミュニカ
ティブな形式を取りながらも，増加した学習内容と語
彙を習得させなければならないという，学習内容（お
よびその進度）と学習形態とが背反する状況に苦し
んでいるように思われる。そしてその結果，基礎的英
作文力と読解力が曖昧模糊としたまま入学してくる生
徒が増えてしまっているのではないだろうか。
　さらに，英語の学習環境における地域間格差にも
注目すべきであろう。熊本市内と郡部とでは学習塾
の数が圧倒的に違う。学習塾では，高校入試に合格
させるために，英文の基礎的な構造を何度も書かせ
るなどして定着させる。中学校が仮にコミュニカティ
ブな授業を行ったとしても，それを補完するものとし
て学習塾が－－その賛否は別にして－－機能している
ように思われる。しかしながら，私たちの地元を含め，
多くの郡部では進学塾の数はそれほど多くはない。
つまり，内部においても外部においても，学習内容
を徹底させる機会があまりないまま，「なんとなくの
理解」と「自信のなさ」が同居した英文が左記のも
のであり，彼らが書く英文はそのまま彼らの「内面」
を映し出しているように思われる。

3.『Vision Quest』を採択した理由
　さて，こうした現状を踏まえると，私たちが「英語
表現」で行うべき方向性はおおよそ次のようになる。

（1）中学校で学習した文法事項を確認し，第3文型
（S+V+O）を使った文章，疑問詞を使った疑問
文を安定した形で書ける，あるいは言えるよう
にすること。

（2）コミュニカティブな英語授業を通して，いわゆ
る理論（文法や文構造）と語感を同時に養うよう

にすること。
（3）生徒のモチベーションを維持しながら，3 年間

という短い期間のなかで，（1）（2）の事柄の
改善と向上を促していくこと。

　非常に平たく言えば，自らを英語で表現するうえで
土台となる，簡単な文構造を徹底させるということで
ある。第 5 文型は難しくとも，短い文章でかまわな
いので，第 3 文型と簡単な疑問詞を使った疑問文を
きちんと理解できているだけでも，自分の意見や考
えを述べる際の表現のしやすさ－－表現の自由度－－
は，随分と上がるのではないだろうか。むしろ，逆に
それらをあやふやにしたまま学年を経た場合，彼らが
書く英文らしきもののひどさは学年進行と共に目も
当てられないものになるだろう。では，これこそ非常
に難しい問いなのだが，いかにして定着を促すのか ?
　筆者が，あれこれと「英語表現Ⅰ」の教科書を眺
めていて，『Vision Quest』が良いと思った理由は，

（1）文法事項がある程度，絞り込まれていること。
（2）Model Conversation が使い方次第で，基礎

英文の定着に使えること。
の 2 点による。まず（1）についてであるが，『Vision 
Quest』 は 12 あるレッスンに従って，文の種類か
ら仮定法までの基本的文法事項がほぼ網羅されて
いる。さらに，各レッスンで取り上げられる文法項
目が絞り込んであるため，早い段階で基礎的文法項
目を一巡することが可能である。たしかに，一部に 

『Vision Quest』 は全ての文法項目が網羅されて
いないという声を聞くことがあるが，たとえばこの教
科書を使って基本的な文法項目を早く終わらせ，2
巡目に副教材の文法書と併用することでさらに深い
理解を促すという方法もあるのではないだろうか。
文法の学習は，深いレベルで概念操作に関わるため，
生徒の発達段階に応じて触れる学習内容にも変化が
必要があると考える。実際，本校では，「中学校で
習った英文の理解の裏をとる」 ことを目標に，スピー
ディーに教科書を進め，11 月までに教科書を一巡
する予定で進めた。
　（2）の Model Conversation の使い方は（1）
以上に重要であると思う。『Vision Quest』 には，各
レッスンの冒頭にちょっとした対話が載せられている。

　最初にこの対話を目にしたとき，これは使えるかも
しれないと思った。対話文という形式のなかに，生徒
が苦手とする「感嘆文」や「be going to 動詞の原形」
などが頭に残りやすい形で載っていたからだ。これ
らをもとに次のようなワーク・シートを作成してみた。

　音声 CD を使って本文のスクリプトを音読したの
ち，今度はブランクが入ったシートを使ってグループ・
ワークを行ってみる。このレッスンの場合は Kaito

Model Conversation
【K: Kaito / E: Emily / P: Priscilla】

K1:	� Hi, Emily.  What a nice surprise!  I didn’t 
expect to see you here.

E1:	� Oh, Kaito.  Are you going to join the tennis 
team, too?

K2:	Yes.  I’m glad we are here together.
E2:	� Me, too.  Oh, Kaito.  Meet my new friend ｜

Priscilla Smith.　She’s an exchange student  
from Canada.

K3:	 Pardon me?  I didn’t catch your first name.
P1:	 It’s Priscilla.
K4:	� Sorry, Priscilla.  I’m Tanaka Kaito.  Nice to 

meet you.
P2:	 Nice to meet you, too.
K5:	 Let’s have lunch together sometime.
E&P: Sure!
(Vision Quest English Expression I Standard p.7)

En
gl

is
h 

Ex
pr

es
si

on
 Ⅰ

  C
la

ss
ro

om
 P

ra
ct

ic
es

 English Expression Ⅰ
  C

lassroom
 Practices 

2 3

Vision Quest English ExpressionⅠ Standard を使ってみて
－ Model Conversation の可能性

英語表現Ⅰ 授業実践記録

Vision Quest English Expression Ⅰ Standard
2単位

音声 CD

熊本県立 人吉高等学校

渡邉 利夫

使 用 教 科 書

単 位 数

使 用 副 教 材

使用デジタル教材・機器

	 Where is she live?
	 Who did buy the flower?
	 What do you belong to club?
	 She walking across the street.

【語感を大切にしながら読んでみよう!】

Model Conversation  
【K: Kaito / E: Emily / P: Priscilla】

K1:		� Hi, Emily.  （         ）（        ）（        ）
surprise!  I didn’t expect to see you here.

E1:  Oh, Kaito.  （        ） you （        ） （        ） 
	  （        ） the tennis team, too?
K2:		 Yes.  I’m glad we are here together.
E2:		� Me, too.  Oh, Kaito.  Meet my new friend

｜ Priscilla Smith.　She’s an exchange 
student from Canada.

K3:		� Pardon me?  I didn’t （         ） your first 
name.

P1:  It’s Priscilla.
K4:		� Sorry, Priscilla.  I’m Tanaka Kaito.  Nice 

to meet you.
P2:  Nice to meet you, too.
K5:		� （         ）（        ） have lunch together 

sometime.
E&P: Sure!
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役，Emily 役，Priscilla 役，それからスクリプトを見
て英語をチェックする者という4 人 1 組である。そ
れぞれがブランクのあるスクリプトを見て台詞を言う
際，言葉に詰まったりしたときは，英文をチェックして
いる人がそれを教えてあげる。時間があれば，それ
ぞれの役を入れ替えてもよいかもしれない。それが
終わると，今度は以下のようなシートを使ってみて英
語の語順や言い回しをさらに確認してみる。

　本文を全員で音読したのち，役を入れ替わりな
がらワーク・シートを 1 回ずつ読んだだけでも，生
徒達は合計 5 回文章を読んだことになる。しかも，
教員側があれこれと英語もしくは日本語を話すこ
ともなく，全て生徒どうしがコミュニカティブに
練習を繰り返してくれる。1 レッスンだけでは大し
た効果はないかもしれないが，それが 12 レッ
スン積み重なれば効果が出てくるだろう。しか
も，訂正や手助けを教員がするのではなく，生徒ど
うしが行うので，活動も非常にアクティブになるこ
とも予想される。レッスンが進んでいき，生徒がや
り方に慣れてきたならば，対話の一部を“Are you 
going to join （          ）?”のように加工し，そ
こに自由に情報を入れさせる活動も可能になるだろ
う。以上が『Vision Quest』 を採用した理由で
ある。

4.『Vision Quest』を使ってみての
　  効果について
　1 学期が終了した時点で，1 学年で一番早いクラ
スでは Lesson 6 の「受動態」，ほかのクラスは 
Lesson 5 の「助動詞」である。ワーク・シートも
随時改良を加え，最終的には図 1（右記）のような
ワーク・シートになった。
　 初 期 の ワ ー ク・シ ートと の 違 い は，Model 
Conversation の下に本レッスンで学んでほしい
ポイントをまとめている点と，テキストにある表現に
関する問題を最後に貼り付けた点である。形式に慣
れてきたのもあると思うが，1 レッスンを早ければ
1 時間で，遅くとも 2 時間で終えることができるよう
になった。
　生徒たちにもいくつかの点で良い効果が出始めて
いるように思われる。たとえば，本校で課題となっ
ている「学力の 2 極化」についてである。Model 
Conversation は対話文で，内容もそれほど複雑で
はないので，上位の生徒も下位の生徒も皆一緒に
なって声を出してアクティブに練習する。ペアワーク
で教え合ったりするので，いわゆる時間的な“間延び "
も少ない。また，英文を声に出す機会が増えたため
に，英語を口に出すことへの抵抗が少なくなったよ
うにも思われる。こちら側が“Speak in English.”
という指示を出しても，すんなりと答えが返ってく
るようになった。
　リスニングにおいても，その効果が出始めている
ように思われる。定期考査でリスニング問題（実力
問題）を出した際にも，こちらが予測していた得点
よりも高い得点率を示していた。今後は，こうした
活動が，生徒たちの「語感」を自然と高め，“I am 
surprising.”や“I  walking on the street.”と
いった間違いが，英文法としての理屈の面だけでなく，
発言したときの「音」の感覚として「何だかおかしい」
と，その違和感に気づくようになれればよいと思う。

5. 結び
　 本 稿では，『Vision Quest』 における Model 
Conversation の可能性について考察した。いく
つかの 高 校では，文 法 の 解 説 のために Model 
Conversation の部分を飛ばして，文法の部分だけ
を解説及び演習をしていると聞いたことがある。
たしかに，3 年間という短い時間の中で大学受験を
念頭においた場合，文法と構文とを早い段階で仕上
げてしまうことは大変重要であり，私も基本的にその
考えに賛成である。
　けれども，1，2 年次の模擬試験に出るからという
理由だけで，不徹底のまま終わっている中学英語か

ら目を反らし，生徒の現状に合わないレベルの英文
を素材として使うのはいかがなものかと考える。「急
がば回れ」は外国語学習の肝であり，効率ばかりを
追い求め，定着のない学習になってしまえば本末転
倒になってしまう。
　「理論」としての支柱を教えると同時に，Model 
Conversation を用いて英語の「語感」としての
経験値を上げておくと，教育効果はさらに上がるよう
に思われる。本稿での考察がその一助になれればよ
いと考える。

図 1. Lesson 6 のワーク・シート

（教科書 p.52）
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1970 年生まれ。 西南学院大学 
文学研究科卒。教職員歴１４年目，
現在，人吉高校にて勤務。

Kaito:  	 Hi, Emily.  わぁ，びっくりした !  
	 私は予期していなかった / ここであなた
	 に会うことを //
Emily:  	 Oh, Kaito. あなたは加わるつもりですか / 	
	 そのテニスチームに /, too?
Kaito:  	 えぇ，私はうれしいです/ 私たちがここで
	 一緒になれて //
Emily: 	 Me, too.  Oh, Kaito.  
	 Meet my new friend ｜ Priscilla Smith.  
	 彼女は交換留学生です / カナダからの //
Kaito:   	すみません ?  私はとらえなかった / 		
	 あなたの最初の名前を //
Priscilla: It’s Priscilla.
Kaito:   	Sorry, Priscilla.  I’m Tanaka Kaito.  	
	 Nice to meet you.
Priscilla: Nice to meet you, too.
Kaito:   	昼食を一緒に取りましょう / いつか //
E & P:  	Sure !
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役，Emily 役，Priscilla 役，それからスクリプトを見
て英語をチェックする者という4 人 1 組である。そ
れぞれがブランクのあるスクリプトを見て台詞を言う
際，言葉に詰まったりしたときは，英文をチェックして
いる人がそれを教えてあげる。時間があれば，それ
ぞれの役を入れ替えてもよいかもしれない。それが
終わると，今度は以下のようなシートを使ってみて英
語の語順や言い回しをさらに確認してみる。

　本文を全員で音読したのち，役を入れ替わりな
がらワーク・シートを 1 回ずつ読んだだけでも，生
徒達は合計 5 回文章を読んだことになる。しかも，
教員側があれこれと英語もしくは日本語を話すこ
ともなく，全て生徒どうしがコミュニカティブに
練習を繰り返してくれる。1 レッスンだけでは大し
た効果はないかもしれないが，それが 12 レッ
スン積み重なれば効果が出てくるだろう。しか
も，訂正や手助けを教員がするのではなく，生徒ど
うしが行うので，活動も非常にアクティブになるこ
とも予想される。レッスンが進んでいき，生徒がや
り方に慣れてきたならば，対話の一部を“Are you 
going to join （          ）?”のように加工し，そ
こに自由に情報を入れさせる活動も可能になるだろ
う。以上が『Vision Quest』 を採用した理由で
ある。

4.『Vision Quest』を使ってみての
　  効果について
　1 学期が終了した時点で，1 学年で一番早いクラ
スでは Lesson 6 の「受動態」，ほかのクラスは 
Lesson 5 の「助動詞」である。ワーク・シートも
随時改良を加え，最終的には図 1（右記）のような
ワーク・シートになった。
　 初 期 の ワ ー ク・シ ートと の 違 い は，Model 
Conversation の下に本レッスンで学んでほしい
ポイントをまとめている点と，テキストにある表現に
関する問題を最後に貼り付けた点である。形式に慣
れてきたのもあると思うが，1 レッスンを早ければ
1 時間で，遅くとも 2 時間で終えることができるよう
になった。
　生徒たちにもいくつかの点で良い効果が出始めて
いるように思われる。たとえば，本校で課題となっ
ている「学力の 2 極化」についてである。Model 
Conversation は対話文で，内容もそれほど複雑で
はないので，上位の生徒も下位の生徒も皆一緒に
なって声を出してアクティブに練習する。ペアワーク
で教え合ったりするので，いわゆる時間的な“間延び "
も少ない。また，英文を声に出す機会が増えたため
に，英語を口に出すことへの抵抗が少なくなったよ
うにも思われる。こちら側が“Speak in English.”
という指示を出しても，すんなりと答えが返ってく
るようになった。
　リスニングにおいても，その効果が出始めている
ように思われる。定期考査でリスニング問題（実力
問題）を出した際にも，こちらが予測していた得点
よりも高い得点率を示していた。今後は，こうした
活動が，生徒たちの「語感」を自然と高め，“I am 
surprising.”や“I  walking on the street.”と
いった間違いが，英文法としての理屈の面だけでなく，
発言したときの「音」の感覚として「何だかおかしい」
と，その違和感に気づくようになれればよいと思う。

5. 結び
　 本 稿では，『Vision Quest』 における Model 
Conversation の可能性について考察した。いく
つかの 高 校では，文 法 の 解 説 のために Model 
Conversation の部分を飛ばして，文法の部分だけ
を解説及び演習をしていると聞いたことがある。
たしかに，3 年間という短い時間の中で大学受験を
念頭においた場合，文法と構文とを早い段階で仕上
げてしまうことは大変重要であり，私も基本的にその
考えに賛成である。
　けれども，1，2 年次の模擬試験に出るからという
理由だけで，不徹底のまま終わっている中学英語か

ら目を反らし，生徒の現状に合わないレベルの英文
を素材として使うのはいかがなものかと考える。「急
がば回れ」は外国語学習の肝であり，効率ばかりを
追い求め，定着のない学習になってしまえば本末転
倒になってしまう。
　「理論」としての支柱を教えると同時に，Model 
Conversation を用いて英語の「語感」としての
経験値を上げておくと，教育効果はさらに上がるよう
に思われる。本稿での考察がその一助になれればよ
いと考える。

図 1. Lesson 6 のワーク・シート

（教科書 p.52）
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Kaito:  	 Hi, Emily.  わぁ，びっくりした !  
	 私は予期していなかった / ここであなた
	 に会うことを //
Emily:  	 Oh, Kaito. あなたは加わるつもりですか / 	
	 そのテニスチームに /, too?
Kaito:  	 えぇ，私はうれしいです/ 私たちがここで
	 一緒になれて //
Emily: 	 Me, too.  Oh, Kaito.  
	 Meet my new friend ｜ Priscilla Smith.  
	 彼女は交換留学生です / カナダからの //
Kaito:   	すみません ?  私はとらえなかった / 		
	 あなたの最初の名前を //
Priscilla: It’s Priscilla.
Kaito:   	Sorry, Priscilla.  I’m Tanaka Kaito.  	
	 Nice to meet you.
Priscilla: Nice to meet you, too.
Kaito:   	昼食を一緒に取りましょう / いつか //
E & P:  	Sure !
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１．はじめに
　新課程となり，本校ではコミュニケーション英語Ⅰ
を週４時間，英語表現Ⅰを週２時間実施している。コ
ミュニケーション英語Ⅰは３時間を長文読解，１時間
をネイティブ教員による英会話の時間として確保し
ており，また，TOEIC Bridge を活用したリスニング
やディクテーション中心の授業も設け，授業ごとに特
色を持たせながら指導を行っている。
　現在指導している生徒は，英語，およびコミュニ
ケーションに積極的な一方で，中学既習事項の知識
が十分とは言い難い。そのため，正しく英文を構成
する力や，大学入試レベルの文法問題を解く力が不
足している。
　したがって，英語表現Ⅰでは基本的文法事項の定
着を第一の目標とし，「ルールに則れば英語で文章を
作ることができる」と実感させることからスタートし
たいと考えている。

２．具体的指導について
（１）使用教材

（２）指導の流れ
① 文 法 解 説
　教科書は Grammar の部分を特に重視し，例文
を用いて文法解説を行う。この際，必ず音読に時
間をとり，発音やイントネーションについても注意
を促す。
　Grammar のページは従来の文法書付属テキスト
と同様に使うことができるため，重要な点は教科書に
チェックを入れさせながらテンポ良く解説を行う。

② 問 題 演 習
　教科書の Exercises を取り扱う。「教科書の問題
は必ずノートに解く」というルールを決めており，答
えを確認するだけでなく英文そのものの形を意識し
てほしいと考えている。
　教科書の問題と並行して文法テキストの問題演習
も行っている。文法項目によって教科書よりも取り
組みやすい場合，文法テキストの問題を先に解くこと
もある。
③教科書の Mode l  Conversat ion
　文法解説を行ったあと，Model Conversation
の音読並びに部分和訳を行う。テーマとなる文法事
項が会話のどの部分で使われているのかを意識させ
るというねらいがある。
　巻末に全文訳が掲載されているため，生徒は必要
があればその場で内容を確認しながら進めることが
できる。文法解説後に行うことで「英文の意味が分
かる」という感覚を少しでも持って欲しいと考えてい
る。
④ 朝 学 習
　本校では英語の朝学習を週に 1 度行っている。
その際，Teacher’s Manual 付属の「小テスト集」
に手を加える形で活用している。教科書や文法テキ
ストとは異なる英文に触れることで，演習量を確保し
ている。また，内容は定期試験にも出題されるため，
しっかりと取り組んだ生徒は試験でも結果が出てい
る。

（３）1 学期の指導を通して
① 動 詞
　生徒の様子を見ていると，動詞の使い方でまずつ
まずいていることが分かる。「一般動詞の文なのに，

つい be 動詞を一緒に使ってしまう」「疑問文に対す
る動詞の答え方が分からなくなってしまう」「疑問詞
を使ったとき，動詞がどこに入るか分からなくなって
しまう」などである。
　特に Lesson １のなかで，中学校で触れた様々な
形式の英文を復習することができた。難易度が適切
な問題に数多く取り組むことで，少しずつ生徒自身で
動詞の扱いに慣れてきている様子が見られた。
　また，不規則動詞の変化形を定期テストの範囲と
した。全問正解の生徒から，ほとんど覚えられなかっ
た生徒まで様々であった。英文を書く基本となる「動
詞を適切に変化させる力」を養うため，今後も繰り
返し出題していきたいと考えている。
②品詞，文型
　コミュニケーション英語 Ⅰ とも連動させ，強く意識
させたい項目である。まずは主語 (S) と動詞 (V) を
自分で見つけ出せるようになることが第一である。
生徒の多くは無意識に S・V を判断しているが，常に

「S は？　V は？」と問いかけることで「英文を見た
ら分析を始める」という習慣を定着させたいと考え
ている。
　Lesson 2 のなかで，S・V・O・C・M について
定義をし，例文解説でも問題演習でも必ず文の要素
を問いながら進めた。その結果，生徒たちは次第に
分析することに慣れてきている。以降の項目におい
ても継続し，「自力で英文を分析し，理解できた」と
いう実感を持たせていきたいと考えている。
③ 英 作 文 の 指 導
　まず和文中の S・V・O・C・M を生徒に問いかけ
ながらチェックしていく。

　どの日本語に対してどのような表現を使っていく
のか，必要に応じてヒントを板書する。そのようにす
ることで「どこから手を付けたらよいか分からない」

と諦める者が減り，ある程度正しい英文を書ける生
徒が増えてきた。
　今後は同じ形式の英文を繰り返し，ノーヒントでも
書けるようになるまで取り組ませる予定である。

３．まとめと今後の展望
　高校１年生の時期に，英語表現Ⅰという授業を
英文法の土台を作る時間として活用できることは大
変有意義であると感じている。1 学期の間は，教科
書や文法テキストの最も基本的な部分のみを主に取
り上げてきたが，今後は実際の場面での使用に通じ
る教材を適宜選定し，さらに表現の幅を広げること
を意識していきたい。
　また，文法テキストは２年次まで引き続き使用し，
文法事項を網羅したうえで入試問題の演習に繋げて
いく予定である。教科書と文法テキストを併用する
ことで，まずはポイントを絞って中学範囲に近いもの
を，その後細かい点を補足して網羅性を高めること
が同じ教材を通じて可能になる。
　今回，この授業実践記録を通して自分の授業を振
り返り，「なんとも基本的なことの積み重ねで，地味
な作業をしてきたものだ」と感じた。準動詞・関係
詞など，「英語が苦手」という生徒にとっては大きな
山場を迎えても，「ルールをつかむ感覚」と「英文
を書けた喜び」を生徒に感じ取ってもらえるような
授業づくりをしていきたい。

ヒント例）	 私は　明日の今頃は　図書館で　
		   S          M（時）　　M（場所）
		  勉強しているだろう。
		   V（未来進行形）

→ S・V・M（場所）・M（時）の順を確認し，英作
文を進める。

教 科 書 	 ：『Vision Quest English Expression Ⅰ	
		    Advanced』
文法テキスト：	『Vision Quest English Grammar 47』
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Vision Quest English ExpressionⅠ Advanced
2 単位

Vision Quest English Grammar 47，音声 CD

貞静学園中学高等学校

鹿川 雅美

使 用 教 科 書

単 位 数

使 用 副 教 材

使用デジタル教材・機器

鹿川 雅美
しかがわ まさみ

岩手県出身。早稲田大学第一文学部
英文学専修を卒業後，貞静学園中学
高等学校にて英語科教諭として勤務。
中１から高３までの担当経験を通じ，
中学時点でのつまずきが大学入試ま
で尾を引きかねないということを痛
感している。今年の目標は東京マラ
ソン完走だが，まずは当選を祈る
日々。
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1. はじめに　
　実践記録に載せていただけるような，先駆的でも，
技巧が随所に散りばめられた深みのあるものでもな
い，ただただ従来的な取り組み程度のことしかでき
ていないことを報告するのはおこがましいのだが，
それでも何か参考になることがあればという一念で
報告したい。

2. 授業・学校について
（1）学校について
　私が本校に着任した平成 22 年という年は，その
後の授業展開に与えた影響が大きなものであったた
め，少し触れたい。本校は，平成 20 年度に文部科
学省より「高等学校における発達障害支援モデル事
業」の指定を受け，ユニバーサルデザインの教育を
めざし，2 年間研究を行っていた。平成 22 年とい
う年はその研究を経て，指導法や生徒理解の方法に
指針がまとめられた年だった。最終報告書から「発
達障害を持つ生徒及びその生徒を含む集団」を対
象とした，授業やテスト，評価など多岐にわたる配慮
事項を学び，授業に取り入れた。たとえば，授業に
おける工夫では，次のようなものが挙げられている。

（2）授業に際して　
　本校では，英語表現 Ⅰ を週 2 時間で行う。新カリ
キュラムでの新しい科目に，どのように授業を展開し
ていけばよいのかイメージができず，また，表現と
いう活動は本校生徒のレベルから考えるとかなり高
度なものであると考えられたため，文法の力を積み
上げたうえで表現活動に入ることができる「Vision 
Quest English Expression Ⅰ Standard」を採
用した。
　本校生は，英語に対して苦手意識を強く持つ生徒
が非常に多い。今年度の 1 年生に関しては，よりそ
の傾向が見られる。中学校で学んだ内容の定着度が
低いため，週初めの授業の中で学び直しの活動も取
り入れている。

3. 取り組み（Grammar，Exercisesを中心に）
（1）Grammar 
　授業では，Grammar と Exercises がほとんど占
めている。1 レッスンあたり，2 時間程度の進度で
進めている。1 時間目は Grammar の説明を行う。
説明時には，「わかりやすく，具体的な指示・説明」
を徹底するようにした。たとえば，教科書の例文は
ポイントを青字や下線部で分かりやすく示されてい
るので，そこに着目させながら説明している。また，
青色の網掛け部分にも重要項目が書かれているので，

「青色の四角い部分」というように，「わかりやすい，
具体的な指示」をするのに助かっている。レッスン
によっては，Grammar のところをノートに写させる
こともある。その後 Exercises を宿題として，2 時
間目に移る。考査前の復習に使うため，ノートに問
題を解くよう指示しているが，教科書に書き込む生
徒も多い。

（2）Exercise
　誰もがすぐに気づくことを，何年もかけてようや
く気付いたのだが，英語が苦手だと感じている生徒，
英語を不得意とする生徒は，問題を解く際にポイント
を見つけられない，何を手がかりにして解けばよい
のかわからず困っているのである。文法事項の理解
力や，イディオムや単語などの語彙力も影響を与え
ているが，彼らにしてみると，たとえ日本語が添えら

れていても，空欄に何を入れるべきかわからない，少
しでも知らない単語があると，それに気を取られてし
まい，結果，問題が解けない，やはり英語はわからな
いからと，取り組むことすら放棄してしまうのである。
そこで，問題を解く時には，何を答えればよいのか読
み取ること，どこに着目すればよいのかを考えながら
解くよう指導すればよいのではないかと考えた。そ
の際，Teacher's Book でポイントとなるところに
緑の下線が引かれているところからヒントを得，問題
を解くうえでのポイントや，手がかりとなるところに
下線部を引かせた（写真 1，2）。並びかえの問題
などは，主語と動詞を押さえさせたりもした。また，
大問ごとに参照すべき Grammar のアルファベット
が明示されているので，どこを見ればよいか指示する
のに役立った（教科書を見るように指示しても，どこ
を見てよいかわからない生徒が多いため）。

　Exercises は，基本的に生徒を指名して解答させ
ている。授業の進度によっては，宿題ではなく，授
業中に解かせている。その際，タイマーを利用して
解かせているが，集中力維持・向上のためのファシリ
テーターとして，制限時間内に解答するスピードをつ

写真 2. 生徒のノートの例（Lesson 8 より）

写真 1. 生徒が書き込んだ教科書の例（Lesson 7 より）

・黒板に本時の内容を毎時同じ場所に明示
する。

・声で指示すると同時にその内容を板書
し，さらに机間巡視等を通じで個別に
指示する。

・黒板の指示（ノートに写す，参照ページ
など）は，決まった色のチョークで書く。
また，ノートのどこに書くかも指示する。

・作成の際に見やすさ・書きやすさを配
慮する。

・プリントの文字はゴシック体 12 ポイント
を基本とする。

・上下左右の端をあらかじめ切断しておき，
ノートに貼りやすいようにする。

・授業プリントを見ればできる，復習問題を
こまめに実施する。

・範囲を狭くする，授業中に練習の時間を
取り入れる，同じ範囲を繰り返して行う。

・講義形式よりも，参加型の生徒が考えて
答えを出せるような授業形式にする。

・作業を取り入れ，集中力向上と勉強方法
の提案を図る。

・小さな活動に対しても達成感が得られる
ようにスタンプを与える。

・板書，練習問題を考査問題に直結できる
ようにする。

項目  配慮（工夫）事項

指
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（平成 20 年度・21 年度　文部科学省「高等学校におけ
る発達障害支援モデル事業」最終報告書より一部抜粋）
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1. はじめに　
　実践記録に載せていただけるような，先駆的でも，
技巧が随所に散りばめられた深みのあるものでもな
い，ただただ従来的な取り組み程度のことしかでき
ていないことを報告するのはおこがましいのだが，
それでも何か参考になることがあればという一念で
報告したい。

2. 授業・学校について
（1）学校について
　私が本校に着任した平成 22 年という年は，その
後の授業展開に与えた影響が大きなものであったた
め，少し触れたい。本校は，平成 20 年度に文部科
学省より「高等学校における発達障害支援モデル事
業」の指定を受け，ユニバーサルデザインの教育を
めざし，2 年間研究を行っていた。平成 22 年とい
う年はその研究を経て，指導法や生徒理解の方法に
指針がまとめられた年だった。最終報告書から「発
達障害を持つ生徒及びその生徒を含む集団」を対
象とした，授業やテスト，評価など多岐にわたる配慮
事項を学び，授業に取り入れた。たとえば，授業に
おける工夫では，次のようなものが挙げられている。

（2）授業に際して　
　本校では，英語表現 Ⅰ を週 2 時間で行う。新カリ
キュラムでの新しい科目に，どのように授業を展開し
ていけばよいのかイメージができず，また，表現と
いう活動は本校生徒のレベルから考えるとかなり高
度なものであると考えられたため，文法の力を積み
上げたうえで表現活動に入ることができる「Vision 
Quest English Expression Ⅰ Standard」を採
用した。
　本校生は，英語に対して苦手意識を強く持つ生徒
が非常に多い。今年度の 1 年生に関しては，よりそ
の傾向が見られる。中学校で学んだ内容の定着度が
低いため，週初めの授業の中で学び直しの活動も取
り入れている。

3. 取り組み（Grammar，Exercisesを中心に）
（1）Grammar 
　授業では，Grammar と Exercises がほとんど占
めている。1 レッスンあたり，2 時間程度の進度で
進めている。1 時間目は Grammar の説明を行う。
説明時には，「わかりやすく，具体的な指示・説明」
を徹底するようにした。たとえば，教科書の例文は
ポイントを青字や下線部で分かりやすく示されてい
るので，そこに着目させながら説明している。また，
青色の網掛け部分にも重要項目が書かれているので，

「青色の四角い部分」というように，「わかりやすい，
具体的な指示」をするのに助かっている。レッスン
によっては，Grammar のところをノートに写させる
こともある。その後 Exercises を宿題として，2 時
間目に移る。考査前の復習に使うため，ノートに問
題を解くよう指示しているが，教科書に書き込む生
徒も多い。

（2）Exercise
　誰もがすぐに気づくことを，何年もかけてようや
く気付いたのだが，英語が苦手だと感じている生徒，
英語を不得意とする生徒は，問題を解く際にポイント
を見つけられない，何を手がかりにして解けばよい
のかわからず困っているのである。文法事項の理解
力や，イディオムや単語などの語彙力も影響を与え
ているが，彼らにしてみると，たとえ日本語が添えら

れていても，空欄に何を入れるべきかわからない，少
しでも知らない単語があると，それに気を取られてし
まい，結果，問題が解けない，やはり英語はわからな
いからと，取り組むことすら放棄してしまうのである。
そこで，問題を解く時には，何を答えればよいのか読
み取ること，どこに着目すればよいのかを考えながら
解くよう指導すればよいのではないかと考えた。そ
の際，Teacher's Book でポイントとなるところに
緑の下線が引かれているところからヒントを得，問題
を解くうえでのポイントや，手がかりとなるところに
下線部を引かせた（写真 1，2）。並びかえの問題
などは，主語と動詞を押さえさせたりもした。また，
大問ごとに参照すべき Grammar のアルファベット
が明示されているので，どこを見ればよいか指示する
のに役立った（教科書を見るように指示しても，どこ
を見てよいかわからない生徒が多いため）。

　Exercises は，基本的に生徒を指名して解答させ
ている。授業の進度によっては，宿題ではなく，授
業中に解かせている。その際，タイマーを利用して
解かせているが，集中力維持・向上のためのファシリ
テーターとして，制限時間内に解答するスピードをつ

写真 2. 生徒のノートの例（Lesson 8 より）

写真 1. 生徒が書き込んだ教科書の例（Lesson 7 より）

・黒板に本時の内容を毎時同じ場所に明示
する。

・声で指示すると同時にその内容を板書
し，さらに机間巡視等を通じで個別に
指示する。

・黒板の指示（ノートに写す，参照ページ
など）は，決まった色のチョークで書く。
また，ノートのどこに書くかも指示する。

・作成の際に見やすさ・書きやすさを配
慮する。

・プリントの文字はゴシック体 12 ポイント
を基本とする。

・上下左右の端をあらかじめ切断しておき，
ノートに貼りやすいようにする。

・授業プリントを見ればできる，復習問題を
こまめに実施する。

・範囲を狭くする，授業中に練習の時間を
取り入れる，同じ範囲を繰り返して行う。

・講義形式よりも，参加型の生徒が考えて
答えを出せるような授業形式にする。

・作業を取り入れ，集中力向上と勉強方法
の提案を図る。

・小さな活動に対しても達成感が得られる
ようにスタンプを与える。

・板書，練習問題を考査問題に直結できる
ようにする。
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る発達障害支援モデル事業」最終報告書より一部抜粋）
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けるためのツールとしてタイマーは欠かせない（時
間は一方的に決めるのではなく，生徒にある程度決
めさせることで，生徒の自主性を促すようにしてい
る）。
　例のように，見るべきところや答えるポイントに線
を引かせたり，言い換えさせたりしながら解かせる
ようにすると，中学校からつまずいている生徒でも，
取り組めるようになり，解答を導き出せるようになった。
問題が解けるようだと感じることができると，授業に
より取り組むようになる。個人的には，この部分が重
要であると考えている。
　Exercises のあと，復習としてワークブックを週末
課題として課している。時間がある時は，教科書と
同じようにワークブックに下線を引かせたり，主語と

（述語）動詞を押さえさせている。

4. 今後の課題
　まず，授業が文法の解説と演習で占められてしま
い，Model Conversation や Expressing の 活 動
まで発展できていない現状がある。また，授業を始
めて 10 か月程経ってからようやく気づいたのだが，
教科書とワークブックの練習だけで，文法に関する理
解はまったく定着しておらず，定期考査後にはきれい
に振り出しに戻っていた。週末課題として課している
ワークブックもすこぶる提出率が悪いため，授業の
中で活用することも検討している。

　Grammar の説明には教科書だけでなく，CD-
ROM の導入シートも併用していきたい。また，問題
演習に関しては，CD-ROM や Teacher’s Manual
に収録されているワークシート集，小テスト & 評価
問題集に豊富に問題があるので，それらを活用して
いきたい。文法事項の定着には，Expressing を使っ
た表現活動が必至であると感じてもいるので，いか
に文法と表現活動のバランスをとっていくかが今後
の課題である。また，2 学期末に授業アンケートを
とったところ，1 レッスンを 2 時間で進むのは早いと
いう声が多かったため，進度も合わせて検討していく
必要がある。
　

5. 終わりに
　前出の最終報告書で最も印象深かったのが，「学
校にあふれている『困った』子が，実は『困ってい
る』子であった」というフレーズである。生徒の「困
り感」に寄り添った「集中でき，わかる」授業を追
求することは，個に対する対症療法的に有効なもの
ではなく，集団全体に対して大局的に見て普遍であ
ると，本校で勤務をしていて確信している。
　「授業がわかる」から「英語を使って表現」し，そ
こから言語に関する興味やコミュニケーションの力の
養成につながるような，ユニバーサルな授業をこれ
からも目指していきたい。

1. はじめに　
　教科書は 4 月から順番にレッスン 1 から始めて 1
年間かけて最後まで行く，という固定概念にとらわれ
ず，生徒に到達させたい目標を設定し，その目標の
ために教科書を利用する，という発想でいきたいと
考え，英語表現Ⅰにおいて実行に移した。その結果，
教科書は 5 周することになった。学期ごとにどういっ
た目標を立て，どう授業実践し，どう成績処理を行っ
たか紹介する。

2.1 学期（1 〜 2 周目）
　1 学期の生徒の目標は，（1）現状の力を使い切っ
て，Expressing で求められていることを表現する，

（2）表現の幅を広げるために新たな文法事項を理
解する，の 2 つである。
　これらの目標を達成させるために，以下のように
授業を組み立てた。
　

　ここまでで 1 学期中間考査を迎えた。考査終了
後は Lesson 7 から上記と同様の流れで組み立て
て，1 学期期末考査を迎えた（考査の範囲は L7 〜
12）。1 周目は目標（1），2 周目は目標（2）に
専念することで生徒にも授業のねらいがわかりやす
かったようである。
　各活動について説明する。

① Model Conversation（予習あり。3 分）
　ウォームアップの位置づけである。予習の段階で
辞書を用いて発音を調べさせ，練習した状態で授業
に臨む。授業では教師のモデルを聞いて調べてきた
発音が適切だったかどうか確認し，必要に応じて修正
する。
② Expressing（予習なし。45 分）
　Step1 と 2 を各自あるいはペアで練習させ，
Step3 の準備ができた生徒から教師の前で 1 人
ずつ原稿なしで発表する。いわゆるスピーキングテ
ストであり，紙で実施する定期考査と同格の扱いで
あると事前に伝えている。合格した生徒は教科書
2 周目に備え Exercises や Grammar の予習に
取りかかる。早く終わったほうが予習できるメリット
が得られるため，また時間内に合格しない場合，休
み時間に取り組まなければならないデメリットが生
じるため，生徒は必死に練習している（なお，実際
は時間内にすべての生徒が合格するケースがほと
んどである）。テスト終了後，個別にフィードバック
を与えつつ，最後に全体で共有したい課題（たとえ
ば特定の単語の発音やイントネーションなど）を指
摘して授業を終える。
③ Exercises（予習あり。20 分前後）
　Grammar あるいは『Vision Quest 総合英語』
の説明を頼りに，自力で解答した状態で授業に臨む。
授業においては，正解を得る前に，ペアやグループ
で各自の答えを比較させ，議論を通して活性化させ
た後で，生徒に答えさせるあるいは教師が解答を伝
えるなどして正解を確認する。
④ Grammar（予習あり。30 分前後）
　主に高校での新出事項を中心に説明し，中学校で
の既習事項と比較して理解を促す。ただし，1 周目

【1 周目】目標（1）に向かう
1 時間目 =Lesson 1 Model Conversation
	    → Expressing
　	 　 （2 〜 6 時間目同様の組み立てで L2 → L6）

【2 周目】目標（2）に向かう
7 時間目 =Lesson 1 Exercises
	    → Grammar
　	 　 （8 〜 12 時間目同様の組み立てで L2 → L6）

En
gl

is
h 

Ex
pr

es
si

on
 Ⅰ

  C
la

ss
ro

om
 P

ra
ct

ic
es

 English Expression Ⅰ
  C

lassroom
 Practices 

10 11

田岡 靖子
たおか のぶこ

兵庫県明石市生まれ。京都外国
語大学外国語学部英米語学科卒
業。兵庫教育大学大学院学校教
育研究科学校教育専攻教育基礎
コース修了。現在，兵庫県立姫
路別所高等学校勤務。最近の趣
味は乗馬とベリーダンス。

教科書を 5 周して知識の定着と
運用能力を高める

Vision Quest English Expression ⅠStandard
2 単位

Vision Quest 総合英語
なし

秋田県立 横手清陵学院高等学校

藤田 義人

英語表現Ⅰ 授業実践記録

使 用 教 科 書

単 位 数

使 用 副 教 材

使用デジタル教材・機器

base_0326.indd   10-11 14/03/26   19:40



けるためのツールとしてタイマーは欠かせない（時
間は一方的に決めるのではなく，生徒にある程度決
めさせることで，生徒の自主性を促すようにしてい
る）。
　例のように，見るべきところや答えるポイントに線
を引かせたり，言い換えさせたりしながら解かせる
ようにすると，中学校からつまずいている生徒でも，
取り組めるようになり，解答を導き出せるようになった。
問題が解けるようだと感じることができると，授業に
より取り組むようになる。個人的には，この部分が重
要であると考えている。
　Exercises のあと，復習としてワークブックを週末
課題として課している。時間がある時は，教科書と
同じようにワークブックに下線を引かせたり，主語と

（述語）動詞を押さえさせている。

4. 今後の課題
　まず，授業が文法の解説と演習で占められてしま
い，Model Conversation や Expressing の 活 動
まで発展できていない現状がある。また，授業を始
めて 10 か月程経ってからようやく気づいたのだが，
教科書とワークブックの練習だけで，文法に関する理
解はまったく定着しておらず，定期考査後にはきれい
に振り出しに戻っていた。週末課題として課している
ワークブックもすこぶる提出率が悪いため，授業の
中で活用することも検討している。

　Grammar の説明には教科書だけでなく，CD-
ROM の導入シートも併用していきたい。また，問題
演習に関しては，CD-ROM や Teacher’s Manual
に収録されているワークシート集，小テスト & 評価
問題集に豊富に問題があるので，それらを活用して
いきたい。文法事項の定着には，Expressing を使っ
た表現活動が必至であると感じてもいるので，いか
に文法と表現活動のバランスをとっていくかが今後
の課題である。また，2 学期末に授業アンケートを
とったところ，1 レッスンを 2 時間で進むのは早いと
いう声が多かったため，進度も合わせて検討していく
必要がある。
　

5. 終わりに
　前出の最終報告書で最も印象深かったのが，「学
校にあふれている『困った』子が，実は『困ってい
る』子であった」というフレーズである。生徒の「困
り感」に寄り添った「集中でき，わかる」授業を追
求することは，個に対する対症療法的に有効なもの
ではなく，集団全体に対して大局的に見て普遍であ
ると，本校で勤務をしていて確信している。
　「授業がわかる」から「英語を使って表現」し，そ
こから言語に関する興味やコミュニケーションの力の
養成につながるような，ユニバーサルな授業をこれ
からも目指していきたい。

1. はじめに　
　教科書は 4 月から順番にレッスン 1 から始めて 1
年間かけて最後まで行く，という固定概念にとらわれ
ず，生徒に到達させたい目標を設定し，その目標の
ために教科書を利用する，という発想でいきたいと
考え，英語表現Ⅰにおいて実行に移した。その結果，
教科書は 5 周することになった。学期ごとにどういっ
た目標を立て，どう授業実践し，どう成績処理を行っ
たか紹介する。

2.1 学期（1 〜 2 周目）
　1 学期の生徒の目標は，（1）現状の力を使い切っ
て，Expressing で求められていることを表現する，

（2）表現の幅を広げるために新たな文法事項を理
解する，の 2 つである。
　これらの目標を達成させるために，以下のように
授業を組み立てた。
　

　ここまでで 1 学期中間考査を迎えた。考査終了
後は Lesson 7 から上記と同様の流れで組み立て
て，1 学期期末考査を迎えた（考査の範囲は L7 〜
12）。1 周目は目標（1），2 周目は目標（2）に
専念することで生徒にも授業のねらいがわかりやす
かったようである。
　各活動について説明する。

① Model Conversation（予習あり。3 分）
　ウォームアップの位置づけである。予習の段階で
辞書を用いて発音を調べさせ，練習した状態で授業
に臨む。授業では教師のモデルを聞いて調べてきた
発音が適切だったかどうか確認し，必要に応じて修正
する。
② Expressing（予習なし。45 分）
　Step1 と 2 を各自あるいはペアで練習させ，
Step3 の準備ができた生徒から教師の前で 1 人
ずつ原稿なしで発表する。いわゆるスピーキングテ
ストであり，紙で実施する定期考査と同格の扱いで
あると事前に伝えている。合格した生徒は教科書
2 周目に備え Exercises や Grammar の予習に
取りかかる。早く終わったほうが予習できるメリット
が得られるため，また時間内に合格しない場合，休
み時間に取り組まなければならないデメリットが生
じるため，生徒は必死に練習している（なお，実際
は時間内にすべての生徒が合格するケースがほと
んどである）。テスト終了後，個別にフィードバック
を与えつつ，最後に全体で共有したい課題（たとえ
ば特定の単語の発音やイントネーションなど）を指
摘して授業を終える。
③ Exercises（予習あり。20 分前後）
　Grammar あるいは『Vision Quest 総合英語』
の説明を頼りに，自力で解答した状態で授業に臨む。
授業においては，正解を得る前に，ペアやグループ
で各自の答えを比較させ，議論を通して活性化させ
た後で，生徒に答えさせるあるいは教師が解答を伝
えるなどして正解を確認する。
④ Grammar（予習あり。30 分前後）
　主に高校での新出事項を中心に説明し，中学校で
の既習事項と比較して理解を促す。ただし，1 周目

【1 周目】目標（1）に向かう
1 時間目 =Lesson 1 Model Conversation
	    → Expressing
　	 　 （2 〜 6 時間目同様の組み立てで L2 → L6）

【2 周目】目標（2）に向かう
7 時間目 =Lesson 1 Exercises
	    → Grammar
　	 　 （8 〜 12 時間目同様の組み立てで L2 → L6）
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であることから，あまり周辺事項との違いを深追い
せず，新出事項のおかげで新たにどういう表現が可
能になるのか，という視点で指導する。最後に 1 学
期の定期考査についてであるが，紙で実施する定期
考査は同一問題とし Expressing と Exercises か
ら出題する。最終的な成績は授業中に実施したス
ピーキングテストの成果と紙のテストを同等に扱い
処理する。なお，この方針は 1 学期のはじめに生徒
にアナウンスしている。

3. 2 学期（3 〜 4 周目）
　2 学期の生徒の目標は，（1）学習した文法事項を
用いて Activity（教科書 p.96 以降）で求められ
ていることを表現する，（2）文法事項について周辺
事項との違いを意識し理解を深める，の 2 つである。
これらの目標を達成させるために，以下のように授
業を組み立てた。

　ここまでで 2 学期中間考査を迎えた。考査終了
後は Lesson 7 から上記と同様の流れで組み立て
て，2 学期期末考査を迎えた（考査の範囲は L7 〜
12）。
　各活動について説明する。
① Pronunciation & Function（予習あり。3 分）
　ウォームアップの位置づけである。発音や機能に
ついて説明し，その後音読練習をする。
② Activity（予習なし。15 分）
　1 学期の Expressing と同じ位置づけであるが，
ここでは学習した文法事項を使って表現することを
要求する。各レッスンと対応しているのでこちらから

「第 1 から第 5 文型まで全部含めて」「関係副詞と
関係代名詞をそれぞれ最低 1 回は使って」「仮定法

過去を用いて」などと指示し，意識すれば使える状
態になるよう練習を促す。各自あるいはペアで取り
組んでいる状態を机間指導しながら観察する。
③ Grammar& Exercises（予習あり。30 分）
　家庭学習で該当レッスンの Grammar にある基本
例文を暗唱練習して授業に臨む。また Exercises
を口頭で答えられるよう音読練習して授業に臨む。
家庭学習をしっかり行うことで Activity がスムーズ
に実施される。また授業であらためて暗唱練習した
りExercises の音読練習をすることでターゲット項
目への意識を高めさせ，家庭学習での各自の取り組
みの重要性を認識させ，次の Lesson の Activity
への取り組みがより良くなるよう好循環を作り出そう
としている。
④ Original Exercises（準備あり。15 分）
　教科書の Exercises を参考に，生徒にオリジナ
ルの問題を宿題として 1 問用意させ，授業が始まる
前に板書させる。授業が始まると同時に生徒は白紙
に黒板に書かれた数十問の問題の解答を始める。解
答終了後は問題作成者が答えを口頭で発表し，自己
採点する。なお事前に問題の範囲を生徒に個別に指
示しておき，問題形式や出題項目に偏りが出ないよ
う配慮する。この活動は初見問題への対応力を身に
つける第 1 歩になると考えて実施している。
⑤ Grammar Explanation（予習あり。20 分）
　1 学期には詳しく説明していない事項を中心に
説明をする。2 学期は 2 年次のコース選択が始ま
り，進路を意識するころである。学習への姿勢も進
路との関連で前向きになる時期であり，このステー
ジで詳しい説明をしたほうが生徒にとってありがたい

（?）のではないかと考えて丁寧に説明する。ただ
し，英語学習はさらに続くので，説明する項目は精
選する。
　最後に 2 学期の定期考査であるが，考査の前にス
ピーキングテストを実施し，授業では観察にとどまっ
ていた Activity，Grammar（暗唱），Exercises

（口頭運用能力）の到達度を個別に確認する。また
紙の考査においては授業で扱った同一項目が定着し
ているか確認することに加え，関連した初見問題も
出題することで item learning のみならず system 

learning ができているか確認する。なお，この方針
については 2 学期はじめに全体にアナウンスしてい
る。生徒は教科書の読み込みに加え，各自で問題集
を購入するなどして自主的な学習をすることになる
が，こちらの意図は伝わっているようであり，たとえ
ば英語検定の受検者は例年より圧倒的に多い。

4. 3 学期（5 周目）
　3 学期の生徒の目標は，（1）学習した文法事項を
用いて Use it で求められていることをまとまった分
量で表現する，である。教科書では 3 文程度，となっ
ているが，このステージではそれにとらわれずに取り
組ませる。
　この目標を達成させるために，以下のように授業
を組み立てた。

　各活動について説明する。
① Listening Task（予習なし。3 分）
　ウォームアップの位置づけである。家庭で Model 
Conversation を読んだ状態で取り組む。
② Use it （ Speaking ）（予習なし。10 分）
　まずは各自で準備し，ペアで紹介しあう。ここでは
内容を重視し，続くライティング活動への助けとなる
ようにする。
③ Use it （ Writing ） （予習なし。35 分）
　1 年生の終わりでは 100 語程度の分量が書けて
欲しいと思っており，3 〜 4 パラグラフくらいが目標
となる。まずは分量を確保することが重要となるが，
徐々に構成についても指導し，レッスンの後半には
目標に到達するよう指導する。なお，授業においては

（1）教科書や辞書などあらゆる道具を利用し制限
時間もあまり意識せず取り組むパターン，（2）自力
でかつ制限時間を意識して取り組むパターンの 2 種
類を実施し，それぞれのコンディションで評価する。
　最後に定期考査であるが，スピーキングテストに

おいては事前にアナウンスしてあるテーマでスピー
チを課す。また紙の考査は 2 学期同様同一問題と
初見問題の混合とするが，割合を変えて初見問題を
増やす。これらのことは 3 学期のはじめに全体にア
ナウンスしている。組み立てからわかるように，授業
において問題演習は行わないので，家庭学習による
自発的な演習が必要となる。実際，生徒は程度に差
はあるものの実行している。

5. おわりに
　本校は生徒の能力差が比較的大きい学校である
ため，クラス編成を工夫し，普通科 3 クラスを同時
4 展開で実施，具体的には応用 1 クラス，標準 1 ク
ラス，基礎 2 クラスとして運営している。この形態
に教科書 5 周アプローチを組み合わせることで生ま
れるメリットは次の 2 点である。
①応用クラス・標準クラスにいる生徒は 2 周目ある

いは 3 周目以降，理解に関わる時間を減らし，そ
の分運用能力の向上に力を入れることができる。

②基礎クラスにいる生徒は繰り返しターゲット項目
に触れることでターゲット項目を理解することが
できる。

　担当者は 4 人であるが，学期ごとの大枠の目標は
全員で共有しつつ，目の前の生徒の実態に応じて各
活動のどこに時間を多く配分するか調整して取り組
んでいる。
　目標を伝え，考査について伝え，授業がそして家
庭学習がどう機能しているのか生徒と教師が共有す
ることで成果があがってくると考えており実践して
いる。

【3 周目】目標（1）に向かう
1 時間目 =Lesson 1 Pronunciation&Function
	    → Activity
	    → Grammar&Exercises
	    （2 〜 6 時間目同様の組み立てで L2 → L6）

【4 周目】目標（2）に向かう
7 時間目 =Lesson 1 Original Exercises
	    → Grammar Explanation
	    （8 〜 12 時間目同様の組み立てで L2 → L6）

【5 周目】目標（1）に向かう
1 時間目 =Lesson 1 Listening Task
	 　→ Use it （ Speaking ）
	 　→ Use it （ Writing ）
　	 （2 時間目から L2 以降同様に組み立てて L12 ま

で 12 時間で終了。学年末考査を迎える）
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であることから，あまり周辺事項との違いを深追い
せず，新出事項のおかげで新たにどういう表現が可
能になるのか，という視点で指導する。最後に 1 学
期の定期考査についてであるが，紙で実施する定期
考査は同一問題とし Expressing と Exercises か
ら出題する。最終的な成績は授業中に実施したス
ピーキングテストの成果と紙のテストを同等に扱い
処理する。なお，この方針は 1 学期のはじめに生徒
にアナウンスしている。

3. 2 学期（3 〜 4 周目）
　2 学期の生徒の目標は，（1）学習した文法事項を
用いて Activity（教科書 p.96 以降）で求められ
ていることを表現する，（2）文法事項について周辺
事項との違いを意識し理解を深める，の 2 つである。
これらの目標を達成させるために，以下のように授
業を組み立てた。

　ここまでで 2 学期中間考査を迎えた。考査終了
後は Lesson 7 から上記と同様の流れで組み立て
て，2 学期期末考査を迎えた（考査の範囲は L7 〜
12）。
　各活動について説明する。
① Pronunciation & Function（予習あり。3 分）
　ウォームアップの位置づけである。発音や機能に
ついて説明し，その後音読練習をする。
② Activity（予習なし。15 分）
　1 学期の Expressing と同じ位置づけであるが，
ここでは学習した文法事項を使って表現することを
要求する。各レッスンと対応しているのでこちらから

「第 1 から第 5 文型まで全部含めて」「関係副詞と
関係代名詞をそれぞれ最低 1 回は使って」「仮定法

過去を用いて」などと指示し，意識すれば使える状
態になるよう練習を促す。各自あるいはペアで取り
組んでいる状態を机間指導しながら観察する。
③ Grammar& Exercises（予習あり。30 分）
　家庭学習で該当レッスンの Grammar にある基本
例文を暗唱練習して授業に臨む。また Exercises
を口頭で答えられるよう音読練習して授業に臨む。
家庭学習をしっかり行うことで Activity がスムーズ
に実施される。また授業であらためて暗唱練習した
りExercises の音読練習をすることでターゲット項
目への意識を高めさせ，家庭学習での各自の取り組
みの重要性を認識させ，次の Lesson の Activity
への取り組みがより良くなるよう好循環を作り出そう
としている。
④ Original Exercises（準備あり。15 分）
　教科書の Exercises を参考に，生徒にオリジナ
ルの問題を宿題として 1 問用意させ，授業が始まる
前に板書させる。授業が始まると同時に生徒は白紙
に黒板に書かれた数十問の問題の解答を始める。解
答終了後は問題作成者が答えを口頭で発表し，自己
採点する。なお事前に問題の範囲を生徒に個別に指
示しておき，問題形式や出題項目に偏りが出ないよ
う配慮する。この活動は初見問題への対応力を身に
つける第 1 歩になると考えて実施している。
⑤ Grammar Explanation（予習あり。20 分）
　1 学期には詳しく説明していない事項を中心に
説明をする。2 学期は 2 年次のコース選択が始ま
り，進路を意識するころである。学習への姿勢も進
路との関連で前向きになる時期であり，このステー
ジで詳しい説明をしたほうが生徒にとってありがたい

（?）のではないかと考えて丁寧に説明する。ただ
し，英語学習はさらに続くので，説明する項目は精
選する。
　最後に 2 学期の定期考査であるが，考査の前にス
ピーキングテストを実施し，授業では観察にとどまっ
ていた Activity，Grammar（暗唱），Exercises

（口頭運用能力）の到達度を個別に確認する。また
紙の考査においては授業で扱った同一項目が定着し
ているか確認することに加え，関連した初見問題も
出題することで item learning のみならず system 

learning ができているか確認する。なお，この方針
については 2 学期はじめに全体にアナウンスしてい
る。生徒は教科書の読み込みに加え，各自で問題集
を購入するなどして自主的な学習をすることになる
が，こちらの意図は伝わっているようであり，たとえ
ば英語検定の受検者は例年より圧倒的に多い。

4. 3 学期（5 周目）
　3 学期の生徒の目標は，（1）学習した文法事項を
用いて Use it で求められていることをまとまった分
量で表現する，である。教科書では 3 文程度，となっ
ているが，このステージではそれにとらわれずに取り
組ませる。
　この目標を達成させるために，以下のように授業
を組み立てた。

　各活動について説明する。
① Listening Task（予習なし。3 分）
　ウォームアップの位置づけである。家庭で Model 
Conversation を読んだ状態で取り組む。
② Use it （ Speaking ）（予習なし。10 分）
　まずは各自で準備し，ペアで紹介しあう。ここでは
内容を重視し，続くライティング活動への助けとなる
ようにする。
③ Use it （ Writing ） （予習なし。35 分）
　1 年生の終わりでは 100 語程度の分量が書けて
欲しいと思っており，3 〜 4 パラグラフくらいが目標
となる。まずは分量を確保することが重要となるが，
徐々に構成についても指導し，レッスンの後半には
目標に到達するよう指導する。なお，授業においては

（1）教科書や辞書などあらゆる道具を利用し制限
時間もあまり意識せず取り組むパターン，（2）自力
でかつ制限時間を意識して取り組むパターンの 2 種
類を実施し，それぞれのコンディションで評価する。
　最後に定期考査であるが，スピーキングテストに

おいては事前にアナウンスしてあるテーマでスピー
チを課す。また紙の考査は 2 学期同様同一問題と
初見問題の混合とするが，割合を変えて初見問題を
増やす。これらのことは 3 学期のはじめに全体にア
ナウンスしている。組み立てからわかるように，授業
において問題演習は行わないので，家庭学習による
自発的な演習が必要となる。実際，生徒は程度に差
はあるものの実行している。

5. おわりに
　本校は生徒の能力差が比較的大きい学校である
ため，クラス編成を工夫し，普通科 3 クラスを同時
4 展開で実施，具体的には応用 1 クラス，標準 1 ク
ラス，基礎 2 クラスとして運営している。この形態
に教科書 5 周アプローチを組み合わせることで生ま
れるメリットは次の 2 点である。
①応用クラス・標準クラスにいる生徒は 2 周目ある

いは 3 周目以降，理解に関わる時間を減らし，そ
の分運用能力の向上に力を入れることができる。

②基礎クラスにいる生徒は繰り返しターゲット項目
に触れることでターゲット項目を理解することが
できる。

　担当者は 4 人であるが，学期ごとの大枠の目標は
全員で共有しつつ，目の前の生徒の実態に応じて各
活動のどこに時間を多く配分するか調整して取り組
んでいる。
　目標を伝え，考査について伝え，授業がそして家
庭学習がどう機能しているのか生徒と教師が共有す
ることで成果があがってくると考えており実践して
いる。

【3 周目】目標（1）に向かう
1 時間目 =Lesson 1 Pronunciation&Function
	    → Activity
	    → Grammar&Exercises
	    （2 〜 6 時間目同様の組み立てで L2 → L6）

【4 周目】目標（2）に向かう
7 時間目 =Lesson 1 Original Exercises
	    → Grammar Explanation
	    （8 〜 12 時間目同様の組み立てで L2 → L6）

【5 周目】目標（1）に向かう
1 時間目 =Lesson 1 Listening Task
	 　→ Use it （ Speaking ）
	 　→ Use it （ Writing ）
　	 （2 時間目から L2 以降同様に組み立てて L12 ま

で 12 時間で終了。学年末考査を迎える）
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藤田 義人
ふじた よしひと

秋田県大仙市生まれ。秋田県立
横手清陵学院高等学校教諭。教
員歴 12 年目。大学・大学院に
おける専攻は英語教育学。
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１．最初に
（１）過去２年
　大阪府立夕陽丘高等学校は，平成 23 年度から
３年間，府の事業である「使える英語プロジェクト」
の研究指定を受けた２４校のうちの１校である。平
成２５年度からの新学習指導要領に対応できるよう
に，２年間先行実施の形で英語の授業改善に取り組
み，生徒の学力向上につながるように努力を重ねて
きた。授業改善に関しては，英語で英語を教えるこ
とを意識し，生徒に少しでも多く英語を使わせるよう
に心がけた。学力に関しては，校内定期考査のみな
らず，外部業者を活用した学力診断テスト・外部模
試および検定試験の数値向上に努めた。「プロジェク
ト事業」によるネイティブ講師増員（１名），iPad 導入，
外部講師による放課後の特設レッスン，国内活動支
援予算，教材費等が生徒の英語運用能力の向上およ
び学力伸張に貢献した。

（２）新学習指導要領元年
　「使える英語プロジェクト事業」２年間の先行実
施期間を経て，本年より新学習指導要領のもとで授業
が始まった。コミュニケーション英語Ⅰの教科書は

『ELEMENT』を使用し，週４時間ある。英語表現Ⅰ
の教科書は『Vision Quest English Expression
Ⅰ  Advanced』を使用しており，週２時間である。
英語表現Ⅰは本年度は普通科７クラスのみで，来年
度は音楽科１クラスが『Vision Quest』を使用す
ることになっている。ネイティブ講師はコミュニケー
ション英語Ⅰで基本週１回入るが，英語表現Ⅰの内
容もコミュニケーション英語Ⅰのティーム・ティーチ
ングの時間で行っている。英語表現は２人の日本人
教師が担当している。

２．『Vision Quest』活用例
　過去２年間の一番の悩みの種が英文法指導と英語
運用能力の向上のバランスをいかに上手に取るかで

あった。『Vision Quest』がこの問題に明快に答え
てくれた。もう一人の担当者にもはっきり伝えた。「英
語運用能力向上に特別なことを用意する必要はな
い。教科書どおりに進めば，英語運用能力が定着す
る」。『Vision Quest』の周辺教材として，ワークブッ
クと『Vision Quest 総合英語』を活用している。

（１）Model Conversation
　従来の文法偏重の教科書と違い，新学習指導要領
を意識した部分である。教師用の CD を全体で聞か
せた後，ロールプレイを実施する。CD に続いて話
者の一方を静聴し，当該話者の会話部分を発声させ
る。役を交代し，同じことを繰り返す。全員が発声
するコーラスリーディングである。教師も生徒の発
声を促す趣旨で，生徒と一緒に発声する。生徒は喜
んでこの学習活動に参加する。声がよく出ているの
がその証拠である。運用能力に欠かせないリスニン
グ練習になること，および発声練習により発音が向
上することにおおいに貢献している。もちろん，教
師による一連の指示は全て英語である。レッスンを
重ねるごとにこの指示は完全に浸透している。

（２）ペアワーク
　Model Conversation を二人で口頭練習する。
教室の偶数列の生徒が会話の一人，奇数列の生徒が
会話のもう一人の役を担うロールプレイを行う。終
われば，役を交代して行う。２組代表でクラスの前で
ロールプレイを行う。その際，手には教科書を持っ
て自分の言うところを見ながら発声している。

（３）今後の展開
　発声内容を暗唱させる。演じる要素も入れたい。
発声内容をアレンジさせ，自由に対話させる。ロー
ルプレイからスキットヘである。

（４）Listening Task
　我々教師が好きな学習活動である。文法を教える
だけでなく，リスニングを鍛える編纂内容になってい
るのがたいへん有り難い。生徒も真剣に聞いている。

ロールプレイの後，もう一度 Model Conversation
を聞き，Listening Task の部分の CD を聞かせ，
T/F に取り組ませる。解答・解説後，スクリプトを確
認させながら，もう一度 CD を聞かせる。正答率も
高いので，難易度も極めて妥当である。

（５）Pronunciation
　この項目も新学習指導要領を考慮されたものであり，

「耳」に関連付けている。イントネーション，リズム，
子音等が学べるように工夫されている。CD を聞かせ
て，問題に取り組む。生徒の取り組みはすこぶるよい。

（６）Function
　CD を聞かせ，その後一斉に発声させる。文法内
容とは関係のないものもあるが，口語表現を学習す
るのに極めてよい。本校生の場合，ある外部模試で
熟語が弱いと診断結果が出たので，このセクションは
有り難い。

（７）ディクテーションシート
　Model Conversation から Function 終了後，教
師用 CD-ROM からディクテーションシートを活用す
る。他のセクション同様，２つ以上の技能が連動して
いる言語活動である。Model Conversation から
Functionを１分間黙読・精読させ，教科書を閉じさせ，
CD を聞かせ，（　）内に適語を書き取らせる。終了後，
教科書を開けさせ，赤で正解の丸付け・訂正をさせる。
生徒は真剣に取り組む。以上は，従来の文法の授業
と言うより，オーラルコミュニケーションの授業に近
い。これが非常に嬉しい。リスニングの比重が多い
のも大きなプラス。センター入試でリスニングが導
入されてから定着した今，コミュニケーション英語Ⅰ
のみならず英語表現Ⅰでもこれだけ聞く活動がある
のは『Vision Quest』の強みである。ここまでの
教師の指示はオールイングリッシュである。

（８）Grammar
　このセクションと次のセクションの Exercises は
予習させて授業に臨ませている。重要な板書事項が
全て教科書に記載されているため，マーカーを引か
せながら理解させている。余裕ができた時間を，口
頭英語活動に充てている。各項目を日本語で説明後，
Exercises へ行く。全ての Grammar セクション終
了後，１分間黙読・暗唱後，CD の後に続いて重要例
文をコーラスリーディングさせる。暗唱に力点をお
き始める。生徒に負荷がかかり始める。

（９）『Vision Quest 総合英語』　
　授業中活用することはない。自学自習用である。
ただし，授業中に『Vision Quest』に相当する章

を言って，家庭で『Vision Quest 総合英語』を熟
読するように指導している。教師が必要ないほど詳
細である。付属の CD も聞かせている。

（１０）Exercises
　教科書専用ノートを用意させている。レッスン毎に
予習をさせている。全文英文を書かせている。授業
中に生徒を指名し，答え合わせをする。その際，生徒
に黒板に答えを書かせるか，口頭で答えをシェアさせ
る。いずれにしろ，答えの検証をし，他の表現の可能
性を複数模索する。活発に生徒もこの表現はどうかと
質問をする。場合により，ネイティブ講師に即興で答
えてもらったり，翌日その回答をクラスでシェアする。

（１１）iPad
　「使える英語プロジェクト事業」で導入された
iPad をフルに活用している。教師用電子データは
iPad にも対応できるので非常に役立っている。文法
事項の説明は Exercises の生徒用配布プリントの
電子データを活用している。スクリーンに授業に使
いやすいように加工した電子データを映し出し説明す
る。聞かせる箇所と書かせる箇所をメリハリつけなが
ら，説明する。生徒の反応もよい。復習に iPad を
活用する。Exercises の全英文を暗唱させ，その後，
iPad で当該英文を見せ，教師の発声を静聴させた後，
Keynote の Out の機能を活用して，英文を消して
発声させる。前述したが，相当な負荷が生徒にかかる。

（１２）Use it
　全ての Exercises 終了後，Use it に取りかかる。
教師用 CD-ROM からプリントを用意する。その場
でやらせる。自由作文があるのはたいへん有意義で
ある。英語表現Ⅱへの橋渡しのみならず，作文を課
す大学の入学試験への準備になる。書いた後，数人
を指名し，クラスでシェアさせる。

（１３）Expressing
　Exercises 後にペアワーク中心で Expressing
のセクションの言語活動を行う。教師用 CD-ROM
からプリントを用意し，前もって一人でできるところ
を生徒に完成させる。授業中に生徒に書かせた英
語を会話練習させる。現在は書いたものを見ながら
のペアワークでロールプレイの形で練習しているが，
将来的には暗唱できる形にもっていきたい。ペアワー
クから，練習相手の幅を広げるグループワークへ拡
張する。『Vision Quest』で用意してある STEP 
1・STEP 2 の質問を使用して，いろいろなクラスメー
トとオーラルコミュニケーションを実践。STEP 3
をクラスメートの前で発表。En
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新学習指導要領における英文法指導と英語運用能力向上
―知識重視の文法から知識と運用のバランスの取れた文法へ―

Vision Quest English ExpressionⅠ Advanced（普通科）
２単位

ワークブック，音声 CD，Vision Quest 総合英語など
iPad，プロジェクター，CD プレイヤー

大阪府立夕陽丘高等学校

永井 秀夫

英語表現Ⅰ 授業実践記録

使 用 教 科 書

単 位 数

使 用 副 教 材

使用デジタル教材・機器

  

１．はじめに
　英語表現授業の目標を１年次に文法定着，２年次
と３年次に文法の復習とし，和文英訳や自由英作文
など，自由に英語で表現できるようにと考えている。
そのため２年次以降の英作文・自由英作文の完成を
考慮に入れ，例文をいかに頭にしみ込ませ，表現に
活かしていくかを１年次の課題とした。そこで例文
定着の方法として，自分が実際に英語を勉強するなか
で体験したことを授業で実践した例を報告したいと
思う。

２．実践例①：決められた時間内でどれだけ多
くの例文を言えるか
　『Vision Quest 総合英語』の基本例文集を用
いて，毎授業，覚えてくる箇所を指定する。単元ご
とや区切りのよいところなど，30 ～ 50 文くらいが
理想である。ペアになり，生徒 A が例文の日本語訳
を言い，生徒 B はそれを英語で言う。生徒 A は，生
徒 B のパフォーマンスをチェックする。生徒 B が
途中で止まってしまった場合は，生徒 A がヒントを出
す。多少のミス（冠詞を抜かす，時制）などは，流
れを止めないように印をつけておいて，終わったあと
にフィードバックする。1 人の持ち時間は 3 分で，1
人が終わったら交代する。覚えてきた例文の数によっ
て，4 分あるいは 5 分と設定を変えてもよい。な
お，本校では 3 分の場合，30 文を目標としている。
すべて言えた場合，皆で拍手する。このアクティビ
ティーは，授業の始めの７～８分程度で実施できるの
で，ウォーミングアップとして実用可能だ。授業内で
英語を口にする機会にもなる。また，その日の学習
内容と一致させるとより効果的である。
　生徒どうしが組むので，どちらかがやってこないと，

迷惑をかけたり恥ずかしい思いをしたりするので，生
徒たちもある程度真剣に取り組んでいる。ただし，
やってこない生徒も見受けられるので，机間巡視で
対応する必要はある。現在は，言えた例文の数を挙
手によって申告させているが，記録させていくことも
励みになるかもしれない。また，定期試験で例文を
英作文として 10 点程度必ず出題するようにし，取り
組まざるを得ない状況を作っている。
　

3．実践例②：英文を使って会話してみると…
　まず，先ほどと同じように，あるいは時間をとって
例文を覚える。ペアを作り，A 役，B 役を決め，次
の会話をさせる。例文集は見ないで会話するよう指
導する。

Teacher:  (to A)  （　例文　）.
A:  Teacher’s name  told me that （　例文　）.
B:  Did  Teacher’s name  tell you that （　例文　）?
A:  Yes, he/she did.

（A と B の空欄にはそれぞれ覚えたなかからの例文
を入れる。）

　実際の例文を入れると，次のようになる。ここでは，
教師の名前を Mikiko としている。

【Example 1】

Mikiko: (to A) The road is covered with snow.

A: Mikiko told me that the road is/was 
covered with snow.

B: Did Mikiko tell you that the road is/
was covered with snow?

A: Yes, she did.

　次に，例文の人称を変えなければならないパター
ンを行う。

【Example 2】

Mikiko: (to A) I have just heard the news.

A: Mikiko told me that she has/had just 
heard the news.

B: Did Mikiko tell you that she has/had 
just heard the news?

A: Yes, she did.

　時制については，時制の一致を意識して変えても
よいし，全員が同じ空間にいて伝えられており，内容
も現在のことと捉えて，そのままでもかまわないとし
ている。生徒たちは，インプットからアウトプットの
両方の作業をここで行うことができる。聞いた内容
を，そのまま再現するのではなく，その場の状況に
合わせて，人称を変えたり，時制を変えたりしている
ので，すばやく言語処理を行う訓練にもなる。

＜生徒 A の行為＞
教師の言うことを聞き取ろうとする（インプット）
→相手にその内容を伝える，再現する（アウトプット）
＜生徒 B の行為＞
生徒 A の言うことを聞き取ろうとする（インプット）
→相手に確認するために，相手の言った内容を再現
する（アウトプット）

　例文の定着率もよい。まず，前もって自宅で目や
耳を使ってインプットしたものを，授業では耳と口を
使ってアウトプットできるので効果的だと思われる。
わかりづらい場合もあるので，その場合は，ペアを
指名してデモンストレーションをやってもらうことも
ある。わかりづらいほうがチャレンジのしがいがある
のか，生徒たちは嬉々として取り組んでいる。

4．実践例③：パターンプラクティスにトライ！
　こちらは，基本例文集ではなく，Vision Quest
のワークブックを使用する。このワークブックは英作
文の問題が非常に豊富で，最後の大問には英作文問
題が 4 ～ 5 問収録されている。まず黒板に問題の
解答を書かせ，チェックする。一通りの解説とノート

テイキングが終わると，1 ～ 2 分で黒板の英文を暗
記するよう指示する。ストップウォッチが鳴る前に消
去する。
　ノートやテキストを閉じさせ，教師が日本語を言い，
それを英語ですばやく答えさせる。最初は全く同じ
ものを言うが，2 巡目あるいは単純な文などは一部
を変えたり，副詞を付け加えたり，接続詞で文を長く
したりして，口頭で答えさせる。

【Example】
1. リサが写真を見せてくれたが，僕にはとてもつま

らなかった。(Vision Quest Advanced ワークブックp.65)

Lisa showed me a picture, which was 
very boring.

2. リサは写真を見せてくれたが，僕にはとてもおも
しろかった。
Lisa showed me a picture, which was 
very interesting.

3. リサは写真を彼に見せていたが，彼はとても興味
を持ったようだった。
Lisa showed him a picture, which was 
interesting to him.

4. リサは写真を彼に見せたが，その写真は彼をとて
も怒らせた。
Lisa showed him a picture, which made 
him so angry.

5. リサは試験に受からなかった。そのことが彼をと
ても怒らせた。
Lisa didn’t pass the exam, which made 
him so angry.

6. リサは試験に受からなかった。そのことが父親を
ひどく悲しませた。
Lisa didn’t pass the exam, which made 
her father so sad.

例文をしっかり
頭にしみ込ませるためには…

英語表現Ⅰ 授業実践記録

東京都立 青山高等学校

眞島 幹子

使 用 教 科 書

単 位 数

使 用 副 教 材

使用デジタル教材・機器

Vision Quest English Expression Ⅰ Advanced
2単位

Vision Quest 総合英語，ワークブック
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１．最初に
（１）過去２年
　大阪府立夕陽丘高等学校は，平成 23 年度から
３年間，府の事業である「使える英語プロジェクト」
の研究指定を受けた２４校のうちの１校である。平
成２５年度からの新学習指導要領に対応できるよう
に，２年間先行実施の形で英語の授業改善に取り組
み，生徒の学力向上につながるように努力を重ねて
きた。授業改善に関しては，英語で英語を教えるこ
とを意識し，生徒に少しでも多く英語を使わせるよう
に心がけた。学力に関しては，校内定期考査のみな
らず，外部業者を活用した学力診断テスト・外部模
試および検定試験の数値向上に努めた。「プロジェク
ト事業」によるネイティブ講師増員（１名），iPad 導入，
外部講師による放課後の特設レッスン，国内活動支
援予算，教材費等が生徒の英語運用能力の向上およ
び学力伸張に貢献した。

（２）新学習指導要領元年
　「使える英語プロジェクト事業」２年間の先行実
施期間を経て，本年より新学習指導要領のもとで授業
が始まった。コミュニケーション英語Ⅰの教科書は

『ELEMENT』を使用し，週４時間ある。英語表現Ⅰ
の教科書は『Vision Quest English Expression
Ⅰ  Advanced』を使用しており，週２時間である。
英語表現Ⅰは本年度は普通科７クラスのみで，来年
度は音楽科１クラスが『Vision Quest』を使用す
ることになっている。ネイティブ講師はコミュニケー
ション英語Ⅰで基本週１回入るが，英語表現Ⅰの内
容もコミュニケーション英語Ⅰのティーム・ティーチ
ングの時間で行っている。英語表現は２人の日本人
教師が担当している。

２．『Vision Quest』活用例
　過去２年間の一番の悩みの種が英文法指導と英語
運用能力の向上のバランスをいかに上手に取るかで

あった。『Vision Quest』がこの問題に明快に答え
てくれた。もう一人の担当者にもはっきり伝えた。「英
語運用能力向上に特別なことを用意する必要はな
い。教科書どおりに進めば，英語運用能力が定着す
る」。『Vision Quest』の周辺教材として，ワークブッ
クと『Vision Quest 総合英語』を活用している。

（１）Model Conversation
　従来の文法偏重の教科書と違い，新学習指導要領
を意識した部分である。教師用の CD を全体で聞か
せた後，ロールプレイを実施する。CD に続いて話
者の一方を静聴し，当該話者の会話部分を発声させ
る。役を交代し，同じことを繰り返す。全員が発声
するコーラスリーディングである。教師も生徒の発
声を促す趣旨で，生徒と一緒に発声する。生徒は喜
んでこの学習活動に参加する。声がよく出ているの
がその証拠である。運用能力に欠かせないリスニン
グ練習になること，および発声練習により発音が向
上することにおおいに貢献している。もちろん，教
師による一連の指示は全て英語である。レッスンを
重ねるごとにこの指示は完全に浸透している。

（２）ペアワーク
　Model Conversation を二人で口頭練習する。
教室の偶数列の生徒が会話の一人，奇数列の生徒が
会話のもう一人の役を担うロールプレイを行う。終
われば，役を交代して行う。２組代表でクラスの前で
ロールプレイを行う。その際，手には教科書を持っ
て自分の言うところを見ながら発声している。

（３）今後の展開
　発声内容を暗唱させる。演じる要素も入れたい。
発声内容をアレンジさせ，自由に対話させる。ロー
ルプレイからスキットヘである。

（４）Listening Task
　我々教師が好きな学習活動である。文法を教える
だけでなく，リスニングを鍛える編纂内容になってい
るのがたいへん有り難い。生徒も真剣に聞いている。

ロールプレイの後，もう一度 Model Conversation
を聞き，Listening Task の部分の CD を聞かせ，
T/F に取り組ませる。解答・解説後，スクリプトを確
認させながら，もう一度 CD を聞かせる。正答率も
高いので，難易度も極めて妥当である。

（５）Pronunciation
　この項目も新学習指導要領を考慮されたものであり，

「耳」に関連付けている。イントネーション，リズム，
子音等が学べるように工夫されている。CD を聞かせ
て，問題に取り組む。生徒の取り組みはすこぶるよい。

（６）Function
　CD を聞かせ，その後一斉に発声させる。文法内
容とは関係のないものもあるが，口語表現を学習す
るのに極めてよい。本校生の場合，ある外部模試で
熟語が弱いと診断結果が出たので，このセクションは
有り難い。

（７）ディクテーションシート
　Model Conversation から Function 終了後，教
師用 CD-ROM からディクテーションシートを活用す
る。他のセクション同様，２つ以上の技能が連動して
いる言語活動である。Model Conversation から
Functionを１分間黙読・精読させ，教科書を閉じさせ，
CD を聞かせ，（　）内に適語を書き取らせる。終了後，
教科書を開けさせ，赤で正解の丸付け・訂正をさせる。
生徒は真剣に取り組む。以上は，従来の文法の授業
と言うより，オーラルコミュニケーションの授業に近
い。これが非常に嬉しい。リスニングの比重が多い
のも大きなプラス。センター入試でリスニングが導
入されてから定着した今，コミュニケーション英語Ⅰ
のみならず英語表現Ⅰでもこれだけ聞く活動がある
のは『Vision Quest』の強みである。ここまでの
教師の指示はオールイングリッシュである。

（８）Grammar
　このセクションと次のセクションの Exercises は
予習させて授業に臨ませている。重要な板書事項が
全て教科書に記載されているため，マーカーを引か
せながら理解させている。余裕ができた時間を，口
頭英語活動に充てている。各項目を日本語で説明後，
Exercises へ行く。全ての Grammar セクション終
了後，１分間黙読・暗唱後，CD の後に続いて重要例
文をコーラスリーディングさせる。暗唱に力点をお
き始める。生徒に負荷がかかり始める。

（９）『Vision Quest 総合英語』　
　授業中活用することはない。自学自習用である。
ただし，授業中に『Vision Quest』に相当する章

を言って，家庭で『Vision Quest 総合英語』を熟
読するように指導している。教師が必要ないほど詳
細である。付属の CD も聞かせている。

（１０）Exercises
　教科書専用ノートを用意させている。レッスン毎に
予習をさせている。全文英文を書かせている。授業
中に生徒を指名し，答え合わせをする。その際，生徒
に黒板に答えを書かせるか，口頭で答えをシェアさせ
る。いずれにしろ，答えの検証をし，他の表現の可能
性を複数模索する。活発に生徒もこの表現はどうかと
質問をする。場合により，ネイティブ講師に即興で答
えてもらったり，翌日その回答をクラスでシェアする。

（１１）iPad
　「使える英語プロジェクト事業」で導入された
iPad をフルに活用している。教師用電子データは
iPad にも対応できるので非常に役立っている。文法
事項の説明は Exercises の生徒用配布プリントの
電子データを活用している。スクリーンに授業に使
いやすいように加工した電子データを映し出し説明す
る。聞かせる箇所と書かせる箇所をメリハリつけなが
ら，説明する。生徒の反応もよい。復習に iPad を
活用する。Exercises の全英文を暗唱させ，その後，
iPad で当該英文を見せ，教師の発声を静聴させた後，
Keynote の Out の機能を活用して，英文を消して
発声させる。前述したが，相当な負荷が生徒にかかる。

（１２）Use it
　全ての Exercises 終了後，Use it に取りかかる。
教師用 CD-ROM からプリントを用意する。その場
でやらせる。自由作文があるのはたいへん有意義で
ある。英語表現Ⅱへの橋渡しのみならず，作文を課
す大学の入学試験への準備になる。書いた後，数人
を指名し，クラスでシェアさせる。

（１３）Expressing
　Exercises 後にペアワーク中心で Expressing
のセクションの言語活動を行う。教師用 CD-ROM
からプリントを用意し，前もって一人でできるところ
を生徒に完成させる。授業中に生徒に書かせた英
語を会話練習させる。現在は書いたものを見ながら
のペアワークでロールプレイの形で練習しているが，
将来的には暗唱できる形にもっていきたい。ペアワー
クから，練習相手の幅を広げるグループワークへ拡
張する。『Vision Quest』で用意してある STEP 
1・STEP 2 の質問を使用して，いろいろなクラスメー
トとオーラルコミュニケーションを実践。STEP 3
をクラスメートの前で発表。En
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新学習指導要領における英文法指導と英語運用能力向上
―知識重視の文法から知識と運用のバランスの取れた文法へ―

Vision Quest English ExpressionⅠ Advanced（普通科）
２単位

ワークブック，音声 CD，Vision Quest 総合英語など
iPad，プロジェクター，CD プレイヤー

大阪府立夕陽丘高等学校

永井 秀夫

英語表現Ⅰ 授業実践記録

使 用 教 科 書

単 位 数

使 用 副 教 材

使用デジタル教材・機器

  

１．はじめに
　英語表現授業の目標を１年次に文法定着，２年次
と３年次に文法の復習とし，和文英訳や自由英作文
など，自由に英語で表現できるようにと考えている。
そのため２年次以降の英作文・自由英作文の完成を
考慮に入れ，例文をいかに頭にしみ込ませ，表現に
活かしていくかを１年次の課題とした。そこで例文
定着の方法として，自分が実際に英語を勉強するなか
で体験したことを授業で実践した例を報告したいと
思う。

２．実践例①：決められた時間内でどれだけ多
くの例文を言えるか
　『Vision Quest 総合英語』の基本例文集を用
いて，毎授業，覚えてくる箇所を指定する。単元ご
とや区切りのよいところなど，30 ～ 50 文くらいが
理想である。ペアになり，生徒 A が例文の日本語訳
を言い，生徒 B はそれを英語で言う。生徒 A は，生
徒 B のパフォーマンスをチェックする。生徒 B が
途中で止まってしまった場合は，生徒 A がヒントを出
す。多少のミス（冠詞を抜かす，時制）などは，流
れを止めないように印をつけておいて，終わったあと
にフィードバックする。1 人の持ち時間は 3 分で，1
人が終わったら交代する。覚えてきた例文の数によっ
て，4 分あるいは 5 分と設定を変えてもよい。な
お，本校では 3 分の場合，30 文を目標としている。
すべて言えた場合，皆で拍手する。このアクティビ
ティーは，授業の始めの７～８分程度で実施できるの
で，ウォーミングアップとして実用可能だ。授業内で
英語を口にする機会にもなる。また，その日の学習
内容と一致させるとより効果的である。
　生徒どうしが組むので，どちらかがやってこないと，

迷惑をかけたり恥ずかしい思いをしたりするので，生
徒たちもある程度真剣に取り組んでいる。ただし，
やってこない生徒も見受けられるので，机間巡視で
対応する必要はある。現在は，言えた例文の数を挙
手によって申告させているが，記録させていくことも
励みになるかもしれない。また，定期試験で例文を
英作文として 10 点程度必ず出題するようにし，取り
組まざるを得ない状況を作っている。
　

3．実践例②：英文を使って会話してみると…
　まず，先ほどと同じように，あるいは時間をとって
例文を覚える。ペアを作り，A 役，B 役を決め，次
の会話をさせる。例文集は見ないで会話するよう指
導する。

Teacher:  (to A)  （　例文　）.
A:  Teacher’s name  told me that （　例文　）.
B:  Did  Teacher’s name  tell you that （　例文　）?
A:  Yes, he/she did.

（A と B の空欄にはそれぞれ覚えたなかからの例文
を入れる。）

　実際の例文を入れると，次のようになる。ここでは，
教師の名前を Mikiko としている。

【Example 1】

Mikiko: (to A) The road is covered with snow.

A: Mikiko told me that the road is/was 
covered with snow.

B: Did Mikiko tell you that the road is/
was covered with snow?

A: Yes, she did.

　次に，例文の人称を変えなければならないパター
ンを行う。

【Example 2】

Mikiko: (to A) I have just heard the news.

A: Mikiko told me that she has/had just 
heard the news.

B: Did Mikiko tell you that she has/had 
just heard the news?

A: Yes, she did.

　時制については，時制の一致を意識して変えても
よいし，全員が同じ空間にいて伝えられており，内容
も現在のことと捉えて，そのままでもかまわないとし
ている。生徒たちは，インプットからアウトプットの
両方の作業をここで行うことができる。聞いた内容
を，そのまま再現するのではなく，その場の状況に
合わせて，人称を変えたり，時制を変えたりしている
ので，すばやく言語処理を行う訓練にもなる。

＜生徒 A の行為＞
教師の言うことを聞き取ろうとする（インプット）
→相手にその内容を伝える，再現する（アウトプット）
＜生徒 B の行為＞
生徒 A の言うことを聞き取ろうとする（インプット）
→相手に確認するために，相手の言った内容を再現
する（アウトプット）

　例文の定着率もよい。まず，前もって自宅で目や
耳を使ってインプットしたものを，授業では耳と口を
使ってアウトプットできるので効果的だと思われる。
わかりづらい場合もあるので，その場合は，ペアを
指名してデモンストレーションをやってもらうことも
ある。わかりづらいほうがチャレンジのしがいがある
のか，生徒たちは嬉々として取り組んでいる。

4．実践例③：パターンプラクティスにトライ！
　こちらは，基本例文集ではなく，Vision Quest
のワークブックを使用する。このワークブックは英作
文の問題が非常に豊富で，最後の大問には英作文問
題が 4 ～ 5 問収録されている。まず黒板に問題の
解答を書かせ，チェックする。一通りの解説とノート

テイキングが終わると，1 ～ 2 分で黒板の英文を暗
記するよう指示する。ストップウォッチが鳴る前に消
去する。
　ノートやテキストを閉じさせ，教師が日本語を言い，
それを英語ですばやく答えさせる。最初は全く同じ
ものを言うが，2 巡目あるいは単純な文などは一部
を変えたり，副詞を付け加えたり，接続詞で文を長く
したりして，口頭で答えさせる。

【Example】
1. リサが写真を見せてくれたが，僕にはとてもつま

らなかった。(Vision Quest Advanced ワークブックp.65)

Lisa showed me a picture, which was 
very boring.

2. リサは写真を見せてくれたが，僕にはとてもおも
しろかった。
Lisa showed me a picture, which was 
very interesting.

3. リサは写真を彼に見せていたが，彼はとても興味
を持ったようだった。
Lisa showed him a picture, which was 
interesting to him.

4. リサは写真を彼に見せたが，その写真は彼をとて
も怒らせた。
Lisa showed him a picture, which made 
him so angry.

5. リサは試験に受からなかった。そのことが彼をと
ても怒らせた。
Lisa didn’t pass the exam, which made 
him so angry.

6. リサは試験に受からなかった。そのことが父親を
ひどく悲しませた。
Lisa didn’t pass the exam, which made 
her father so sad.

例文をしっかり
頭にしみ込ませるためには…

英語表現Ⅰ 授業実践記録

東京都立 青山高等学校

眞島 幹子

使 用 教 科 書

単 位 数

使 用 副 教 材

使用デジタル教材・機器
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［ 英語表現Ⅰ 授業実践記録 ］Par t  2

VisionQuest 
English Expression I

「英文の仕組みがわかる」授業
貞静学園中学高等学校　鹿川 雅美

Vision Quest English ExpressionⅠ 
Standard を使ってみて
― Model Conversation の可能性
熊本県立人吉高等学校　渡邉 利夫

特別支援教育の発想に基づいた授業展開
― Grammar, Exercisesを中心に ―
兵庫県立姫路別所高等学校　田岡 靖子

例文をしっかり
頭にしみ込ませるには…
東京都立青山高等学校　眞島 幹子

教科書を5周して知識の定着と
運用能力を高める
秋田県立横手清陵学院高等学校　藤田 義人

p.2-5

p.6-7

p.8-10

p.11-13

p.14-16

というように文をどんどん変化させ，口頭でテンポよ
く答えていく。

5．最後に
　2 学期より，教科書の問題の解答をあらかじめ配
布し，『Vision Quest 総合英語』を読みながら自
宅で解答してくることにした。授業（50 分）は，前
術した例文の練習などを冒頭に行い，教科書の問題
を確認する小テスト，その解説，ワークブックの解答・
解説という流れで行っている。
　2 学期以降をそのように変更した理由は，1 つ目
は，カリキュラム上，1 年間で文法事項を一通り終え
るために，教科書とワークブックの plus ページを扱
いたかったため，時間的な問題を考慮し変更したこ
と，2 つ目は生徒の学力を考えた時，教科書の問題
は基礎的な力を養うのに最適であり，自学用で十分
と判断したことだ。このためワークブックの問題を
授業で十分に扱うことができた。教科書とワーク
ブック以外にも副教材を用い，リスニング力の向上
も図っている。
　来年度以降も今年度同様，ワークブックを中心に
授業を行い，そのほかにも副教材を用いて，引き
続きリスニング力の向上を目指す。また同じく副教
材を用いて文法問題の確認テスト（週 1 回程度）
を実施する。 そのほか ,『Vision Quest Quick 
Review 16』を春休み課題とし，放課後講習や夏
期講習時には英作文の問題にさらに取り組むことを
計画している。

眞島 幹子
まじま みきこ

石川県出身。
津田塾大学学芸学部英文学科卒。
私立高等学校勤務を経て、現在東京
都立青山高等学校勤務。
趣味は映画と買い物。
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